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●主な内容
　・平成19年度主な事業・施策

　・平成19年度市の予算　など

今日は入所式です。新しい友だちがいっぱい増えました！（伊奈第３保育所）
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①
都
市
基
盤
の
整
備

︱ 

新
市
の
骨
格
形
成
と利

便
性
向
上 

︱

●
豊
体
横
町
下
宿
線
整
備
事
業
の
用

　

地
買
収
、
東
楢
戸
台
線
の
地
質
調

　

査
、
用
地
測
量
、
道
路
詳
細
設
計

　

を
実
施
し
ま
す
。

●
小
張
バ
イ
パ
ス
の
整
備
と
、
そ
れ

　

に
繫
が
る
市
道
１
７
５
号
線
の
拡

　

幅
工
事
に
か
か
る
測
量
業
務
を
実

　

施
し
ま
す
。　

●
み
ら
い
平
駅
を
拠
点
に
、
市
内
を

　

循
環
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

　

運
行
を
開
始
し
ま
す
。

●
青
木
古
川
整
備
事
業
と
し
て
、
旧

　

河
川
の
護
岸
工
事
を
継
続
実
施
し

　

ま
す
。

●
板
橋
地
区
に
設
置
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

　

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
つ
い

　

て
は
、
平
成
19
年
度
に
設
計
業
務

　

を
実
施
し
、
平
成
20
年
度
の
建
設

　

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
生
活
環
境
の
整
備

︱ 

安
全
で
潤
い
の
あ
るま

ち
づ
く
り 
︱

●
地
域
防
災
計
画
を
策
定
す
る
と
と

　

も
に
、
防
災
行
政
無
線
の
再
構
築

　

事
業
を
完
了
し
ま
す
。

●
第
７
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
車
を
購

　

入
し
、
地
域
消
防
力
の
強
化
を
図

　

り
ま
す
。

●
公
共
下
水
道
お
よ
び
農
業
集
落
排

　

水
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
整
備

　

推
進
し
、
普
及
率
の
向
上
に
努
め

　

ま
す
。
ま
た
、
未
加
入
者
の
加
入

　

促
進
を
す
る
こ
と
で
、
健
全
な
運

　

営
を
図
り
ま
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
伊
奈
・

　

谷
和
原
丘
陵
部
地
区
内
の
面
整
備

　

を
促
進
す
る
な
ど
管
渠き
ょ

布
設
工
事

　

を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

●
農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、
豊
南

　

部
地
区
の
管
渠
埋
設
工
事
を
推
進

　

し
、
平
成
19
年
度
に
一
部
供
用
を

　

開
始
、
平
成
20
年
4
月
に
は
全
域

　

供
用
開
始
を
す
る
予
定
で
す
。

●
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、谷
井
田
、

　

豊
体
、
南
太
田
地
先
の
そ
れ
ぞ
れ

　

の
地
域
に
お
い
て
、
石
綿
管
布
設

　

替
工
事
な
ど
の
整
備
事
業
を
進
め

　

る
と
と
も
に
、
安
全
で
安
定
し
た

　

水
の
供
給
に
努
め
ま
す
。

●
伊
奈
地
区
、
谷
和
原
地
区
そ
れ
ぞ

　

れ
の
水
道
料
金
体
系
を
、
平
成
20

　

年
4
月
か
ら
の
統
一
に
向
け
て
、

　

水
道
運
営
審
議
会
に
つ
い
て
協
議

　

し
ま
す
。

③
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

︱ 

や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り 

︱

●
２
つ
の
保
健
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し

　

た
健
康
増
進
事
業
、
介
護
予
防
事

　

業
や
、
各
種
の
健
康
診
断
事
業
の

　

充
実
を
図
り
ま
す
。

●
高
齢
者
や
障
害
者
の
日
常
生
活
に

　

対
し
て
の
、
支
援
の
充
実
と
生
き

　

が
い
対
策
事
業
の
一
つ
と
し
て
市

　

民
の
自
主
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

　

動
へ
の
援
助
を
続
け
ま
す
。

●
働
く
女
性
が
安
心
し
て
子
供
を
育

　

て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
小
学

　

校
の
余
裕
教
室
な
ど
を
活
用
し
た

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
よ
る
子
育

　

て
支
援
事
業
や
、
民
間
に
よ
る
幼

　

稚
園
と
保
育
所
を
兼
ね
た
、
一
体

　

型
の
施
設
整
備
計
画
を
伊
奈
・
谷

　

和
原
丘
陵
部
地
区
内
に
進
め
ま
す
。

●
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
地

　

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
実

　

施
し
な
が
ら
、
障
害
者
福
祉
の
充

　

実
を
図
り
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、 

　

医
療
費
の
削
減
に
つ
な
が
る
よ
う

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る

　

と
と
も
に
、
収
納
率
の
向
上
に
努

　

め
ま
す
。

●
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
地

　

域
生
活
支
援
、
自
立
支
援
給
付
事

　

業
を
引
き
続
き
展
開
し
ま
す
。

●「
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、「
介

　

護
保
険
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
、

　

高
齢
者
や
家
族
に
対
す
る
総
合
的

　

な
相
談
・
支
援
」、「
被
保
険
者
に

　

対
す
る
虐
待
の
防
止
、
早
期
発
見

　

等
の
権
利
擁
護
事
業
」、「
支
援
困

　

難
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
な
ど
介
護
支

　

援
専
門
員
へ
の
支
援
」
の
４
つ
の

　

機
能
を
担
う
中
核
機
関
と
し
て
、

　

き
ら
く
や
ま
す
こ
や
か
福
祉
館
内

　

に
創
設
し
た
「
地
域
包
括
支
援
セ

　

ン
タ
ー
」
を
充
実
し
、
包
括
的
支

　

援
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

●
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

　

を
計
画
的
に
設
置
し
ま
す
。（
平
成

　

19
年
度
に
市
庁
舎
な
ど
５
ヵ
所
）

④
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

︱ 

学
び
合
い
の
ま
ち
づ
く
り 

︱

●
子
ど
も
た
ち
が
、
自
ら
学
び
、
自

　

ら
考
え
、
自
ら
課
題
を
解
決
す
る

　

資
質
や
能
力
を
身
に
付
け
る
「
確

　

か
な
学
力
」
の
定
着
を
図
る
た
め

　

の
支
援
を
し
ま
す
。

●
小
・
中
学
校
の
校
舎
や
、
屋
内
運

　

動
場
の
耐
震
補
強
工
事
を
継
続
的

　

に
進
め
ま
す
。

●
十
和
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
耐
震

　

補
強
工
事
や
、
豊
小
学
校
の
屋
内

　

運
動
場
耐
震
診
断
業
務
お
よ
び
、

　

実
施
設
計
業
務
を
実
施
し
、
平
成

　

20
年
度
に
完
成
の
予
定
で
す
。
こ

　

れ
に
よ
り
市
内
の
各
小
中
学
校
の

　

屋
内
運
動
場
に
つ
い
て
は
す
べ
て

　

耐
震
補
強
工
事
が
終
了
し
ま
す
。

●
各
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
中
学
校

　

の
防
犯
対
策
と
し
て
防
犯
カ
メ
ラ

　

を
設
置
し
、
安
全
の
向
上
を
図
り

　

ま
す
。

●
だ
れ
も
が
自
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

　

る
環
境
や
、
生
涯
学
習
に
関
す
る

　

情
報
提
供
な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス

　

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
２
つ
の
公
民
館
、
総
合
運
動
公
園

　

を
核
と
し
て
、
幅
広
く
教
養
講
座
、 

　

ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
を
開
催
し
ま

　

す
。

⑤
産
業
・
経
済

︱ 

活
力
あ
る
産
業
を
育
て
る

ま
ち
づ
く
り 

︱

●
水
稲
の
生
産
調
整
に
理
解
と
協
力

　

を
得
な
が
ら
、
麦
や
大
豆
の
生
産

　

を
奨
励
し
、
農
産
物
の
加
工
販
売

　

な
ど
収
益
性
を
考
慮
し
た
農
業
の

　

平
成
19
年
度
に
実
施
す
る
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
、
ま
ち

づ
く
り
計
画
に
定
め
る
７
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
そ
の
概
要
を

説
明
し
ま
す
。

　

推
進
を
図
り
ま
す
。

●
水
稲
の
生
産
調
整
に
つ
い
て
は
、

　

水
田
農
業
構
造
改
革
推
進
協
議
会

　

が
再
編
さ
れ
、
平
成
19
年
度
か
ら

　

は
茨
城
み
な
み
農
業
協
同
組
合
を

　

主
体
と
し
た
新
た
な
事
業
と
な
り

　

ま
す
。
市
で
は
、
積
極
的
な
支
援

　

を
し
ま
す
。　

●
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
事
業

　

が
平
成
19
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
ま

　

す
の
で
、
こ
の
制
度
を
各
農
家
に

　

啓
蒙
普
及
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、 

　

認
定
農
業
者
の
育
成
と
集
落
営
農

　

の
推
進
を
よ
り
一
層
図
り
ま
す
。

●
伊
奈
・
谷
和
原
丘
陵
部
の
新
し
い

　

市
民
の
方
々
が
、
自
然
と
触
れ
合

　

い
、
農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め

　

る
と
と
も
に
、
既
存
の
住
民
と
の

　

交
流
を
図
る
た
め
、
市
民
農
園
を

　

開
設
し
ま
す
。

●
商
工
会
が
平
成
19
年
4
月
に
統
一

　

化
さ
れ
、
自
治
金
融
、
振
興
金
融

　

事
業
な
ど
の
助
成
に
よ
る
商
工
業

　

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

●
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
の
地

　

理
的
な
利
点
を
生
か
し
、
優
良
な

　

企
業
の
誘
致
を
推
進
し
ま
す
。

●
観
光
部
門
で
は
、
市
観
光
協
会
と

　

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
福
岡
堰
さ

　

く
ら
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
Ｐ

　

Ｒ
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

●
地
元
物
産
の
販
路
拡
大
を
推
進
し

　

ま
す
。

●
フ
イ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
と

　

し
て
、
映
画
や
テ
レ
ビ
の
ロ
ケ
誘

　

致
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

⑥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ･

住
民
自
治

︱ 

住
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り 

︱

●
市
民
団
体･

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア･

Ｎ
Ｐ

　

Ｏ
の
育
成
や
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

●
男
女
共
同
参
画
計
画
を
策
定
し
、

　

市
民
へ
の
意
識
啓
発
・
普
及
に
努

　

め
ま
す
。

⑦
行
財
政
運
営

︱ 

成
果
重
視
の
行
財
政
運
営 

︱

●
行
政
評
価
制
度
を
導
入
し
て
、
施

　

策
・
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、

　

効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

●
人
事
考
課
制
度
を
実
施
す
る
と
と

　

も
に
、
適
正
な
定
員
管
理
を
実
施

　

し
ま
す
。

●
人
件
費
の
削
減
を
図
る
た
め
、
特

　

別
職
の
給
料
の
引
き
下
げ
や
管
理

　

職
手
当
、
旅
費
・
日
当
の
削
減
を

　

図
る
と
と
も
に
、
非
常
勤
特
別
職

　

の
報
酬
の
見
直
し
を
実
施
し
ま
す
。

●
各
種
団
体
に
対
す
る
補
助
金
の
見

　

直
し
を
行
う
な
ど
、
歳
出
の
削
減

　

を
図
り
ま
す
。

平
成
19
年
度　

主
な
施
策
・
事
業
の
概
要

～
活
力
に
満
ち
た　

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り
～

つくばみらい市長　飯島　善

　新年度は、これまでの実績を踏まえ、いよいよ本格的に新市の一体化に向けた取り組みを推進してまいります。

　そのため、つくばみらい市総合計画の基本構想および、前期５年の基本計画の策定を平成18年度から取り組んでい

ます。この総合計画は、少子高齢化が進展し、人口減少が見込まれる21世紀にあって、つくばエクスプレス沿線で都

心から40分という地理的な好条件や、豊かな自然環境をはじめとする多様性をいかし、将来に向けての可能性や活力を、

いかに維持し、拡充するかについて方向付けをするという意味において、大変重要な計画となります。極めて深刻な財

政状況の中にはありますが、多種多様な課題にきめ細かく対応していくため、市民本位の個性的なまちづくりを市民と

の協働で推進してまいります。

　また、現在、国・地方を通じたさまざまな改革が進められております。つくば

みらい市も、地方分権の時代にふさわしい簡素で効率的な自治体運営に努め、そ

の責務を果たして行かなければなりません。国と地方の関係が大きく変貌するな

か、多岐にわたる行政諸課題に積極的に対処し、真の地方分権が目指すところの「自

ら考え、自ら行動する自立した自治体運営」を目指したいと考えております。

　「活力に満ちた　うるおいとやすらぎのまち」を目指すことにより、必ずや輝か

しい未来への道を切り開いていくことができるものと確信しております。
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歳 出
133億

6,180万円

平成19年度　市の予算
　

一
般
会
計
⇨
地
方
公
共
団
体
の
会
計
の
中
心
を
な
す
会
計
で
、
行
政
運

　

営
の
基
本
的
な
経
費
全
般
を
計
上
す
る
会
計

　

特
別
会
計
⇨
特
定
の
目
的
の
歳
入
歳
出
に
つ
い
て
経
理
す
る
た
め
に
設

　

置
さ
れ
た
、
一
般
会
計
と
は
別
に
独
立
し
た
会
計

●
自
主
財
源
⇨
地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源

●
依
存
財
源
⇨
国
や
県
の
基
準
に
基
づ
い
て
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て

　

ら
れ
た
り
す
る
財
源

●
繰
入
金
⇨
市
の
他
の
会
計
や
基
金
（
貯
金
）
か
ら
繰
り
入
れ
ら
れ
る
も

　

の
●
諸
収
入
⇨
他
の
収
入
科
目
に
含
ま
れ
な
い
収
入
を
ま
と
め
た
も
の

●
繰
越
金
⇨
前
年
度
の
決
算
上
の
余
剰
金

●
地
方
交
付
税
⇨
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
が
交
付
す
る
税

●
市
債
⇨
大
規
模
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、
市
が
国
な
ど
か
ら
調
達
す
る

　

長
期
的
な
借
入
金

●
国
庫
支
出
金
⇨
国
か
ら
市
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の（
補
助
金
な
ど
）

●
県
支
出
金
⇨
県
か
ら
市
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
（
補
助
金
な
ど
）

●
地
方
消
費
税
交
付
金
⇨
地
方
消
費
税
の
一
部
を
財
源
と
し
て
、
県
が
人

　

口
と
従
業
者
数
で
あ
ん
分
し
、
市
に
対
し
て
交
付
す
る
も
の

自主財源
78億6,483万円
（58.9％）

依存財源
54億9,697万円
（41.1％）

市　税
56億7,375万1千円

（42.5％）

繰入金
12億6,190万
　4千円
　（9.4％）

諸収入
3億5,024万9千円

（2.6％）

繰越金
3億円

（2.3％）

その他（※１）
2億7,892万6千円

（2.1％）
その他（※２）

6億9,651万5千円
（5.2％）

地方消費税交付金
3億7,607万4千円

（2.8％）県支出金
5億1,739万4千円

（3.9％）

国庫支出金
5億3,318万7千円

（4.0％）

市　債
11億380万円
（8.2％）

地方交付税
22億7,000万円
（17.0％）

〈一般会計・特別会計〉
会　計　区　分 平成19年度予算額 平成18年度予算額 対前年度比（増減率）
一　般　会　計 133億 6,180万 円 129億 6,904万 5千円 ＋ 3億 9,275万 5千円（＋　3.0％）

特　

別　

会　

計

国民健康保険特別会計 43億 9,430万 4千円 36億 5,733万 2千円 ＋ 7億 3,697万 2千円（＋20.2％）
老 人 保 健 特 別 会 計 29億 8,649万 6千円 32億 3,623万 4千円 － 2億 4,973万 8千円（－　7.7％）
介 護 保 険 特 別 会 計 19億 9,294万 5千円 17億 6,610万 1千円 ＋ 2億 2,684万 4千円（＋12.8％）
公共下水道事業特別会計 14億 2,420万 7千円 13億 5,466万 円 ＋ 6,954万 7千円（＋　5.1％）
農業集落排水事業特別会計 2億 9,253万 2千円 4億 1,584万 3千円 － 1億 2,331万 1千円（－29.7％）
市営分譲住宅特別会計 5,494万 7千円 5,519万 3千円 － 24万 6千円（－　0.4％）

特 別 会 計 合 計 111億 4,543万 1千円 104億 8,536万 3千円 ＋ 6億 6,006万 8千円（＋　6.3％）
総　　　額 245億 723万 1千円 234億 5,440万 8千円 ＋ 10億 5,282万 3千円（＋　4.5％）

〈企業会計〉
水
道
事
業
会
計

水道事業収益（収入） 10億 3,138万 7千円 10億 6,580万 4千円 － 3,441万 7千円（－　3.2％）
水道事業費用（支出） 9億 9,917万 円 10億 6,205万 9千円 － 6,288万 9千円（－　5.9％）
資 本 的 収 入 3億 4,522万 8千円 5億 2,412万 4千円 － 1億 7,889万 6千円（－34.1％）
資 本 的 支 出 4億 8,959万 3千円 7億 602万 8千円 － 2億 1,643万 5千円（－30.7％）

民生費
32億9,713万9千円

（24.7％）

土木費
24億6,646万円
（18.5％）

教育費
16億5,347万

6千円
（12.4％）

総務費
15億8,415万3千円

（11.9％）

公債費
14億3,756万2千円

（10.8％）

衛生費
10億3,667万4千円

（7.8％）

消防費
8億2,305万
　1千円
　　（6.2％）

農林水産業費
7億181万8千円

（5.3％）

議会費
1億9,270万

3千円
（1.4％）

商工費
1億4,366万

1千円
（1.1％）

その他（※３）
2,510万3千円
（0.2％）

地方譲与税
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
株式等譲渡所得割交付金
利子割交付金
配当割交付金
交通安全対策特別交付金

2億8,200万　　円
1億4,000万　　円
1億2,200万　　円

9,270万　　円
2,065万2千円
1,675万3千円
1,491万　　円
750万　　円

歳 入
133億

6,180万円

○
民
生
費
⇨
福
祉
や
医
療
な
ど
の
充
実
の
た
め
の
経
費

○
土
木
費
⇨
道
路
や
公
園
な
ど
の
施
設
整
備
の
た
め
の
経
費

○
教
育
費
⇨
小
・
中
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
の
充
実
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

　

た
め
の
経
費

○
総
務
費
⇨
庁
舎
や
財
産
の
維
持
管
理
、
戸
籍
管
理
、
税
金
の
徴
収
な
ど

　

の
た
め
の
経
費

○
公
債
費
⇨
市
債
の
元
金
・
利
子
や
一
時
借
入
金
の
利
子
を
支
払
う
た
め

　

の
経
費

○
衛
生
費
⇨
健
康
診
査
や
予
防
接
種
、
健
康
増
進
、
ま
た
、
ご
み
処
理
な

　

ど
た
め
の
経
費

○
消
防
費
⇨
消
防
や
防
災
対
策
な
ど
の
た
め
の
経
費

○
農
林
水
産
業
費
⇨
農
林
水
産
業
の
振
興
の
た
め
の
経
費

○
議
会
費
⇨
市
議
会
の
運
営
の
た
め
の
経
費

○
商
工
費
⇨
商
工
業
や
観
光
の
振
興
の
た
め
の
経
費

☆
財
政
用
語
の
解
説
（
●
⇨
歳
入
関
係
、
○
⇨
歳
出
関
係
）

※２内訳

※１内訳

1億3,600万7千円
1億2,125万1千円

2,166万7千円
1千円

分担金および負担金
使用料および手数料
財産収入
寄附金

※３内訳

2,000万　　円
510万2千円

1千円

予備費
諸支出金
災害復旧費

一般会計　歳入

一般会計　歳出

　

３
月
の
平
成
19
年
第
１
回
定
例
議
会
に
お
い
て
、
市
の
平
成
19
年

度
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
つ
く
ば
み
ら
い
市
と
な
っ
て
2
年
目

の
予
算
は
、
一
般
会
計
が
１
３
３
億
６
１
８
０
万
円
、
特
別
会
計
が

１
１
１
億
４
５
４
３
万
１
千
円
、
総
額
２
４
５
億
７
２
３
万
１
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
に
比
べ
る
と
、
10
億
５
２
８
２
万
3
千
円

の
増
額
（
4.5
％
の
増
額
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
限
ら
れ
た
財
源
で
最
大

の
行
政
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
市
で
は
、
健
全
な
市
政
運
営
を

図
り
な
が
ら
、
２
～
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
各
種
施
策
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
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4
月
1
日
付
で
人
事
異
動
が
あ
っ

た
者
で
、
係
長
級
以
上
の
者
の
み
掲

載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

※（　

）
内
は
旧
所
属

◎
総
務
部

●
企
画
政
策
課

▽
係
長
＝
齊さ
い

藤と
う

正ま
さ

光み
つ（
茨
城
県
職
員
）

●
総
務
課

▽
課
長
＝
湯ゆ

元も
と

茂し
げ

男お

（
税
務
課
）

●
人
事
課

（
○
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
へ

　

派
遣
）

▽
課
長
補
佐
＝
土ど

信し

田だ　

栄
さ
か
え
（
税
務

　

課
）

◎
市
民
部

▽
部
長
＝
渡わ
た

辺な
べ

勝か
つ

美み
（
保
健
福
祉
部
）

●
税
務
課

▽
課
長
＝
堤
つ
つ
み　

有ゆ
う

三ぞ
う（

生
活
環
境
課
）

▽
課
長
補
佐
＝
染そ
め

谷や　

武た
け
し（
国
保
年

　

金
課
）

▽
係
長
＝
大お
お
山や
ま　

茂
し
げ
る
（
取
手
地
方
広

　

域
下
水
道
組
合
派
遣
）

●
生
活
環
境
課

▽
課
長
＝
沼ぬ
ま

尻じ
り　

修
お
さ
む（

市
民
窓
口
課
）

●
市
民
窓
口
課

▽
課
長
＝
飯い
い

泉ず
み

芳よ
し

郎ろ
う（

介
護
保
険
課
）

◎
保
健
福
祉
部

▽
部
長
＝
鈴す
ず

木き　

等
ひ
と
し（

生
涯
学
習
課
）

●
児
童
福
祉
課

▽
課
長
＝
成な
る

島し
ま

辰た
つ

夫お
（
商
工
観
光
課
）

（
○
伊
奈
第
１
保
育
所
）

　

▽
主
任
保
育
士
＝
土つ
ち

田だ

静し
ず

枝え

（
谷

　
　

和
原
第
１
保
育
所
）

（
○
伊
奈
第
２
保
育
所
）

　

▽
所
長
＝
山や
ま

田だ

悦え
つ

子こ

（
伊
奈
第
４

　
　

保
育
所
）

（
○
伊
奈
第
３
保
育
所
）

　

▽
主
任
保
育
士
＝
渡わ
た

辺な
べ

悦え
つ

子こ

（
伊

　
　

奈
第
１
保
育
所
）

（
○
伊
奈
第
４
保
育
所
）

　

▽
所
長
＝
飯い
い

野の

啓け
い

子こ

（
谷
和
原
第

　
　

２
保
育
所
）

（
○
谷
和
原
第
１
保
育
所
）

　

▽
主
任
保
育
士
＝
渡わ
た

辺な
べ

敏と
し

江え

（
伊

　
　

奈
第
３
保
育
所
）

（
○
谷
和
原
第
２
保
育
所
）

　

▽
所
長
＝
小こ
ば

林や
し

孝た
か

子こ

（
伊
奈
第
２

　
　

保
育
所
）

●
介
護
保
険
課

▽
課
長
補
佐
＝
飯い
い

島じ
ま

光こ
う

二じ

（
生
活
環

　

境
課
）

●
国
保
年
金
課

▽
課
長
補
佐
＝
永な
が

野の

鉄て
つ

雄お

（
取
手
地

　

方
広
域
下
水
道
組
合
派
遣
）

●
健
康
増
進
課

▽
課
長
＝
吉よ
し

田だ

邦く
に

恵え

（
農
政
課
）

◎
産
業
振
興
部

●
農
政
課

▽
課
長
補
佐
＝
斉さ
い

藤と
う　

一
は
じ
め
（
伊
奈
学

　

校
給
食
セ
ン
タ
ー
）　

▽
係
長
＝
湯ゆ

原は
ら

章あ
き

雄お

（
建
設
課
）

●
産
業
政
策
課

▽
課
長
＝
中な
か

泉
い
ず
み

次つ
ぎ

男お（
産
業
立
地
課
）

▽
課
長
補
佐
＝
矢や

口ぐ
ち　

剛つ
よ
し（

商
工
観

　

光
課
）

▽
主
査
＝
川か
わ

田た

賢け
ん

司じ
（
産
業
立
地
課
）

▽
係
長
＝
坂さ
か

本も
と

和か
ず

彦ひ
こ（
商
工
観
光
課
）

◎
都
市
建
設
部

●
建
設
課

▽
主
査
＝
広ひ
ろ

瀬せ　

実
み
の
る
（
下
水
道
課
）

◎
会
計
課

▽
参
事
兼
課
長
兼
会
計
管
理
者

　

＝
豊と
よ

島し
ま　

久
ひ
さ
し

（
会
計
課
）

◎
教
育
委
員
会

●
学
校
教
育
課

▽
係
長
＝
成な
る

嶋し
ま　

均
ひ
と
し
（
農
政
課
）

（
○
伊
奈
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

　

▽
所
長
＝
梅う
め

本も
と

和か
ず

成な
り（
介
護
保
険
課
）

●
生
涯
学
習
課

▽
課
長
＝
木き

村む
ら

明あ
き

夫お
（
文
化
振
興
課
）

▽
係
長
＝
猪い
の

瀬せ

隆た
か

司し
（
文
化
振
興
課
）

※
平
成
18
年
度
退
職
者

　

羽は
に

生ゅ
う

恵よ
し

洋ひ
ろ

、
神こ
う

戸べ

一か
ず

夫お

、

　

大お
お

里さ
と

進し
ん

一い
ち

、
飯い
い

泉ず
み

和か
ず

夫お

、

　

大お
お

沼ぬ
ま

貞て
い

亮り
ょ
う、
草く
さ

間ま

健け
ん

之じ

、

　

坂さ
か　

洋よ
う

子こ

、
斉さ
い

藤と
う

ミ
ヨ
、

　

坂さ
か

本も
と

光み
つ

子こ

、
岡お
か

野の

芳よ
し

和か
ず

、

　

伊い

藤と
う

美み

智ち

子こ

、
広ひ
ろ

沢さ
わ

美み

代よ

子こ

、

　

井い
の

上う
え

節せ
つ

子こ

、
柳
や
な
ぎ

田だ

光み
つ

子こ

、

　

吉よ
し

田だ

圭け
い

吾ご

副
市
長
、会
計
管
理
者

の
設
置

　

組
織
機
構
の
見
直
し
に
よ
り
、
4

月
か
ら
一
部
の
課
に
変
更
が
あ
り
ま

し
た
。

①
産
業
立
地
課
と
商
工
観
光
課
が
統

　

合
さ
れ
、「
産
業
政
策
課
」
に

※
お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
３
月
号
３
ペ
ー
ジ
、「
つ

く
ば
み
ら
い
市
農
業
委
員
会
委

員
一
般
選
挙
」
の
記
事
に
お
い

て
、
氏
名
の
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。

　

深
く
お
わ
び
し
、
訂
正
い
た

し
ま
す
。

誤　

菊き
く

池ち　

久ひ
さ
し（
下
島
）

正　

菊き
く

地ち　

久ひ
さ
し（
下
島
）

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
こ

の
4
月
1
日
か
ら
市
の
役
職
名
が
次

の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

▪
副
市
長
の
設
置
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
の
「
助
役
」
に
代
え
て

「
副
市
長
」
が
置
か
れ
ま
す
。

　

副
市
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
助
役
と

同
様
、
市
長
の
補
佐
役
と
い
う
立
場

に
加
え
、
主
に
政
策
的
・
企
画
的
な

重
要
案
件
の
処
理
を
担
当
し
ま
す
。

▪
会
計
管
理
者
の
設
置
に

　

つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
の
特
別
職
の「
収
入
役
」

は
廃
止
さ
れ
、新
た
に
一
般
職
の「
会

計
管
理
者
」
が
置
か
れ
ま
す
。

　

会
計
管
理
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
収

入
役
と
同
様
、
市
の
会
計
に
関
し
て

独
立
し
た
権
限
を
持
ち
、
公
会
計
の

適
正
な
執
行
を
確
保
す
る
役
割
を
担

い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
会
計
管
理
者
が
市
税
な

ど
の
収
納
者
と
な
り
、
市
か
ら
の
入

金
も
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
会
計
管
理

者
」
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
19
年
第
１
回
定
例
議
会
に
お

い
て
、
新
し
い
議
長
と
副
議
長
が
決

ま
り
ま
し
た
。(

敬
称
略
）

◦
議　

長　

廣ひ
ろ

瀬せ　
　

満
み
つ
る

新 

議
長
・
副
議
長が

決
定

◦
副
議
長　

細ほ
そ

田だ　

忠た
だ

夫お

組
織
機
構
の
変
更

②
生
涯
学
習
課
と
文
化
振
興
課
が
統

　

合
さ
れ
、「
生
涯
学
習
課
」
に

☆
①
、
②
と
も
谷
和
原
庁
舎
内
。

　

新
設
課
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
、 

　

旧
課
の
業
務
を
合
わ
せ
た
も
の
に

　

な
り
ま
す
。

平
成
19
年
度

市
の
人
事
異
動

　

合
併
時
か
ら
運
行
し
て
い
る
伊
奈

庁
舎
と
谷
和
原
庁
舎
を
往
復
す
る

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
、
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
の
み
ら
い
平
駅
を
経
由
し
て

い
ま
す
。

　

運
行
日
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
の
市
役
所
開
庁
日
で
す
。（
土
・
日
・

祝
祭
日
は
運
行
し
て
い
ま
せ
ん
。）

　

利
用
料
金
は
今
ま
で
ど
お
り
無
料

で
す
。
庁
舎
間
の
行
き
来
や
、
み
ら

い
平
駅
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
際
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。便 伊奈庁舎

発車時刻
みらい平駅

発車時刻
谷和原庁舎

到着予定時刻

１ 9：00 9：15 9：20

２ 10：00 10：15 10：20

３ 11：00 11：15 11：20

４ 13 ：00 13 ：15 13 ：20 

５ 14 ：00 14：15 14 ：20 

６ 15 ：00 15 ：15 15 ：20 

７ 16 ：00 16 ：15 16 ：20 

便 谷和原庁舎
発車時刻

みらい平駅
発車時刻

伊奈庁舎
到着予定時刻

１ 9：30 9：35 9：45

２ 10：30 10：35 10：45

３ 11：30 11：35 11：45

４ 13 ：30 13 ：35 13 ：45

５ 14 ：30 14：35 14 ：45 

６ 15 ：30 15 ：35 15 ：45 

７ 16 ：30 16 ：35 16 ：45 

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が

み
ら
い
平
駅
を
経
由

　

な
お
、
み
ら
い
平
駅
の
発
着
場
所

は
、
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
バ
ス
乗
り

場
で
す
。

☆
道
路
状
況
な
ど
に
よ
り
遅
れ
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

　

だ
さ
い
。

谷和原庁舎　➡　伊奈庁舎

伊奈庁舎　➡　谷和原庁舎
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話題を提供してください！
　市伊奈庁舎秘書広聴課
　☎ 58 - 2111（内線1203）

市内の出来事
～ つくばみらいのわだい ～

（敬称略、学年は取材当時）

４つのライオンズクラブに感謝状

青年海外協力隊としてニジェールへ

　　書道で入賞を果たしました 第21回茨城県読書感想画コンクール

市
民
ウ
ォ
ー
ク
Ｄ
Ａ
Ｙ

ＮＰＯ法人
「古瀬の自然と文化を守る会」が

２つの賞を受賞

●「オーライ！ニッポン大賞」で「審査委員会長賞」を受賞！
　「オーライ！ニッポン大賞」は、全国の都市と農山漁村の共生・

対流に関する優れた取り組みを表彰し、国民への新たなライフス

タイルの普及定着を図ることを目的として、オーライ！ニッポン

会議、農林水産省ほかの主催で実施しているものです。

　今回で第４回となりますが、審査の結果、「古瀬の自然と文化を

守る会」の数々の取り組みが評価され、「審査委員会長賞」を受賞

しました。

第21回茨城県読書感想画コンクール

最優秀賞　小 絹 小６年　厳
げん

　　悦
えつ

優 秀 賞　小 絹 小３年　中
なか

村
むら

　就
しゅう

一
いち

〃 　十 和 小５年　飯
いい

泉
ずみ

　麗
れ

央
お

優 良 賞　谷井田小２年　石
いし

島
じま

日
ひ

奈
な

子
こ

　　書道で入賞を果たしました

■第22回毎日学生書き初め展覧会
　文部科学大臣奨励賞　谷原小４年　折

おり

原
はら

　樹
じゅ

音
ね

■第23回全国年賀はがきコンクール
　日本年賀はがき特別大賞　谷和原中１年　土

つち

田
だ

　綾
あや

■第88回全国学校書初中央展
　読売新聞社賞　伊奈東中２年　西

にし

浦
うら

　敦
あつ

子
こ

ＮＰＯ法人
「古瀬の自然と文化を守る会」が

２つの賞を受賞

　常総警察署館内の４つのライオンズクラブ（伊奈、やわら、

水海道、石下）が、常総警察署から感謝状を授与されました。

これは、警察署の呼びかけによる薬物乱用キャンペーン冊子

「Ｓの悲劇」の作成に当たり、協賛金を寄付したことによる

ものです。４クラブが力を合わせた結果の表彰となりました。

　今度もライオンズクラブでは、薬物乱用防止運動に協力を

していくとのことです。

４つのライオンズクラブに感謝状

　井
いの

上
うえ

数
かず

馬
ま

さん（絹の台・写真左から２番目）が、

青年海外協力隊として西アフリカのニジェールに派

遣されました。

　体に気をつけてがんばってください！

青年海外協力隊としてニジェールへ

●「地域づくり総務大臣表彰」（地域振興部門）に選ばれる
　この賞は、魅力あふれる地域づくりを積極的に推進し、顕著な

功績のあった団体を表彰するものです。昭和58年度から実施し

ており今回で24回目となります。

　つくばエクスプレスが開通したことにより、都市化の進むつく

ばみらい市において、自然を守り、地元の文化行事を復活させる

など、地域コミュニティの再生を試みている点が高く評価されま

した。

「古
ふる

瀬
せ

の自然と文化を守る会」
　寺畑地区内（古瀬）に今も残る昭和30年代の農村環境を

保全しながら、都市住民と交流活動を行っているＮＰＯ法人。

米作りなどの農業体験を通じて、絹の台自治会や東京都葛飾

区教育委員会との交流を続けています。

　また、葉の色の違う稲を使って田んぼに絵を描く、「田んぼ

アート」を毎年実施し、さらに活動の幅を広げています。

　

3
月
4
日
に
、
市
民
ウ
ォ
ー
ク
Ｄ
Ａ
Ｙ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

約
１
５
０
人
ほ
ど
の
市
民
が
参
加
し
、

谷
和
原
公
民
館
か
ら
福
岡
堰
ま
で
、
全
長

約
７
㎞
の
道
の
り
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま

し
た
。

　

途
中
、
城
山
運
動
公
園
付
近
で
は
、「
城

山
を
守
る
会
」
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
、
焼

き
芋
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
の
福
岡
堰
さ
く
ら
公
園
で
は
、

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
み
な
さ
ん
に

よ
る
豚
汁
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
参
加
し
た
み

な
さ
ん
か
ら
は
「
お
い
し
い
」
と
笑
顔
が

こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

市
民
ウ
ォ
ー
ク
Ｄ
Ａ
Ｙ

（敬称略、学年は取材当時）
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市内の出来事
～ つくばみらいのわだい ～

話題を提供してください！
　市伊奈庁舎秘書広聴課
　☎ 58 - 2111（内線1203）

　つくばみらい市消防団、第７分団の「器具置場」と第10

分団の「消防ポンプ車」が新しくなりました。

　これは老朽化に伴い交換されたもので、３月24日にそれ

ぞれ竣工式・納車式が行われました。

　消防団は、火事や災害に備えて市内各地区で組織されてお

り、市内には全部で11の分団があります。地域の防災のために、

日々努力を重ねています。

　総務課では、消防団員を随時募集しています。興味のある方

は、伊奈庁舎総務課（☎ 58 - 2111内線1212）までご連絡くだ

さい。

第
２
回
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｏ（
イ
ナ
ッ
コ
）
集
ま
れ

市
民
囲
碁
大
会

き
ら
く
や
ま
芸
能
ス
ペ
シ
ャ
ル

消防設備の充実

防犯灯の寄贈チャリティ金の寄贈

　

２
月
25
日
に
、
き
ら
く
や
ま
世
代
ふ
れ
あ
い
の
館
に
お
い
て
、
き
ら
く
や
ま

芸
能
ス
ペ
シ
ャ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
き
ら
く
や
ま
芸
能
ス
ペ
シ
ャ
ル
は
、

つ
く
ば
み
ら
い
市
文
化
協
会
所
属
団
体
で
指
導
さ
れ
て
い
る
先
生
方
の
発
表
会

で
す
。

　

３
月
４
日
、
谷
井
田
小
学
校
体

育
館
に
お
い
て
、
イ
ナ
ッ
コ
主
催

に
よ
る
「
大
き
な
絵
を
描
こ
う
」

と
い
う
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

小
学
生
を
中
心
に
約
20
人
が
参

加
。
主
な
内
容
は
「
緑
色
を
作
ろ

う
」「
布
に
手
と
足
で
色
を
お
こ

う
」
の
２
つ
。

　
「
緑
色
を
作
ろ
う
」
で
は
、
色

の
作
り
方
か
ら
指
導
。
緑
色
と

一
言
で
い
っ
て
も
、
人
に
よ
っ
て

色
々
な
緑
色
が
あ
り
ま
す
。
青
色

と
黄
色
の
絵
の
具
を
混
ぜ
て
緑
色

を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
教
え
、
自
由

に
緑
色
を
作
っ
て
も
ら
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　

緑
色
に
し
た
の
は
、
第
１
回
開

催
の
教
室
で
も
触
れ
て
い
ま
す

が
、「
地
域
の
色
は
何
か
」
と
考
え

た
と
き
、「
緑
」
と
い
う
色
が
浮
か

ん
だ
そ
う
で
す
。
人
工
の
色
が
多

く
な
っ
て
き
た
な
か
、
つ
く
ば
み

ら
い
市
に
は
自
然
の
色
、
緑
色
が

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
、
ま
た

こ
れ
か
ら
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
貴
重
な
色
だ
か
ら
だ
そ

う
で
す
。

　

そ
の
後
の
「
布
に
手
と
足
で
色

を
お
こ
う
」
は
布
キ
ャ
ン
パ
ス
に

絵
を
描
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

３
月
４
日
、
き
ら
く
や
ま
す
こ
や
か
福
祉
館
に
お
い
て
、
市
民
囲
碁
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
囲
碁
同
好
会
伊
奈
支
部
と
や
わ
ら
囲
碁
ク
ラ
ブ
が
主
催
。

参
加
者
は
一
般
公
募
の
30
人
。

き
ら
く
や
ま
芸
能
ス
ペ
シ
ャ
ル

　

幅
広
い
年
齢
層
の
方
が
自
分
の
実

力
を
試
し
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ａ
ク
ラ
ス　

優　

勝　

上う
え

野の

敏と
し

一か
ず

　
　
　
　
　

準
優
勝　

松ま
つ

山や
ま

忠た
だ

義よ
し

　
　
　
　
　

第
3
位　

岡お
か

田だ

和か
ず

馬ま

Ｂ
ク
ラ
ス　

優　

勝　

小お

野の

輝て
る

明あ
き

　
　
　
　
　

準
優
勝　

藤ふ
じ

井い

恒つ
ね

夫お

　
　
　
　
　

第
3
位　

奥お
く

村む
ら

芳よ
し

弘ひ
ろ

　

今
年
は
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
文
化
協

会
が
主
催
。
延
べ
５
０
０
人
も
の
方
が

訪
れ
ま
し
た
。
会
場
を
訪
れ
た
方
は
、

そ
の
完
成
さ
れ
た
演
技
に
魅
了
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
参
加
し
た
舞
踊
部
の
代
表

者
が
集
ま
り
三
本
締
め
。
つ
く
ば
み
ら

い
市
の
さ
ら
な
る
文
化
振
興
を
誓
い
ま

し
た
。

市
民
囲
碁
大
会

　

子
ど
も
た
ち
は
、
手
や
足
に
絵
の

具
を
付
け
、
思
う
ま
ま
に
描
い
て
い

ま
し
た
。

　

イ
ナ
ッ
コ
は
、
吉よ
し

本も
と

さ
ん
、
龍た
つ

崎さ
き

さ
ん
（
共
に
谷
井
田
小
学
校
出
身
）

の
２
人
が
結
成
。

　

地
域
の
方
々
の
活
動
を
応
援
す
る

と
同
時
に
自
分
達
も
一
緒
に
活
動

し
、地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
、

継
続
的
な
活
動
に
し
て
い
き
た
い
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｏ（
イ
ナ
ッ
コ
）
集
ま
れ

　市内の美容室「クラウディッド」（代表中
なか

島
じま

督
まさ

人
ひと

氏）

から社会福祉協議会に対してチャリティ金51,412円

を寄付していただきました。このチャリティ金は、独

自で開催したチャリティ祭の売上金だということで

す。

　中島氏は、「毎年このようなチャリティ祭を開催した

い」と意気込みを語ってくれました。

　市内の交通事故・犯罪の防止に役立ててほしいと、

東京電力（株）水海道営業センターから、市に対して

防犯灯20基が寄贈されました。

　同社からは、安全・安心な地域社会のためにと、毎

年防犯灯を寄贈していただいています。

　善意の寄贈ありがとうございました。

防犯灯の寄贈チャリティ金の寄贈

消防設備の充実

（
敬
称
略
）



��－広報つくばみらい４月号（No.�3）－�3 －平成�9年４月�9日発行－

国保加入者の　　　　　 のお知らせ
人間ドック
脳 ド ッ ク

先着400人！

先着150人！

市内の出来事
～ つくばみらいのわだい ～

第56回茨城県小学生学年別
柔道選手権大会

第23回全日本ゲートボール
選手権大会茨城県予選

第１回つくばみらい市
新人ミニバスケットボール大会

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎国保年金課
　☎ 58 - 2111
　　（内線1180 ～ 1187）

受
付
日
時

　

５
月
８
日
㈫
～
（
※
土
・
日
・
祝

　

日
は
除
く
）

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

助
成
額

・
人
間
ド
ッ
ク
＝
1
万
7
千
円

・
脳
ド
ッ
ク
＝
2
万
8
千
円

提
出
先

・
伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課

・
谷
和
原
庁
舎
市
民
窓
口
課

対
象
者

　

満
年
齢
40
歳
以
上
（
検
査
当
日
）

の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
助
成
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
老
人
保
健
に
該
当
す
る
方

・
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い

　

る
方

○
人
間
ド
ッ
ク
＝
先
着
４
０
０
人

○
脳
ド
ッ
ク
＝
先
着
１
５
０
人

申
込
方
法

　

裏
面
の
人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳

ド
ッ
ク
ど
ち
ら
か
片
方
の
助
成
申
請

書
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
助
成
申
請

書
を
切
り
離
し
て
か
ら
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
後
、
助
成
金
受
給
者

証
を
郵
送
し
ま
す
。

☆
注
意
事
項
☆

・
他
の
世
帯
の
申
請
書
を
預
か
り
、

　

あ
わ
せ
て
提
出
が
あ
っ
た
場
合
、

　

預
か
り
分
は
当
日
の
最
終
受
け
付

　

け
と
な
り
ま
す
。

・
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
の
両
方

　

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
平
成
17
・
18
年
度
に
脳
ド
ッ
ク
の

　

助
成
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、脳
ド
ッ 

　

ク
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○実施医療機関○
医　療　機　関　名 住　　所 電話番号 備　考

牛久愛和総合病院 牛久市猪子町896 ☎ 029 - 873 - 3111
霞ヶ浦成人病研究事業団健診センター 阿見町中央3 - 20 - 1 ☎ 029 - 887 - 4563
総合守谷第一病院 守谷市松前台1 - 17 ☎ 0297 - 45 - 5111
筑波学園病院 つくば市上横場2573 - 1 ☎ 029 - 836 - 1355
筑波記念病院（つくばトータルヘルスプラザ） つくば市要1187 - 299 ☎ 029 - 864 - 3588
筑波メディカルセンター（つくば総合検診センター） つくば市天久保1 - 2 ☎ 029 - 856 - 3500
取手協同病院 取手市本郷2 - 1 - 1 ☎ 0297 - 74 - 5551
守谷慶友病院 守谷市立沢980 - 1 ☎ 0297 - 45 - 3311 ※注
取手北相馬保健医療センター医師会病院 取手市野々井1926 ☎ 0297 - 71 - 9500
きぬ医師会病院 常総市新井木町13 - 3 ☎ 0297 - 23 - 1771
つくば白亜クリニック つくば市真瀬918 - 1 ☎ 029 - 837 - 0208 ※注
鳥越クリニック 牛久市女化町223 - 5 ☎ 029 - 874 - 8823
藤代病院 取手市下萱場225 ☎ 0297 - 83 - 7177
龍ヶ崎済生会病院 龍ヶ崎市中里1 - 1 ☎ 0297 - 63 - 7111 ※注

※注　人間ドックのみ。脳ドックは実施していません。

☆詳しい検査項目・本人負担額などは、各医療機関へご確認ください。

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
の
み
な
さ
ん
に
、
疾
病
の
早
期
発

見
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
、
健
康
管
理
に
努
め
て
い
た
だ
く
た

め
、人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
補
助
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●期日　３月３日㈯、４日㈰

●結果　男子　準優勝　小張ミニバス（写真右上）

　　　　女子　準優勝　小張ＭＢＣウイングス（写真左上）

　　　　　　　第３位　谷井田ミニバス（写真左下）

●期日　３月４日

●結果　優　勝　伊奈グリーンズ

第１回つくばみらい市
新人ミニバスケットボール大会

第23回全日本ゲートボール
選手権大会茨城県予選

第56回茨城県小学生学年別
柔道選手権大会

●期日　３月４日

●結果　小学４年生女子の部　

　　　　第２位　板橋小　藤
ふじ

岡
おか

野
の

乃
の

花
か

　

（敬称略）
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４月１日から児童手当制度が拡充されました
－児童手当制度の概要－

つくばみらい市人間ドック検診料助成申請書
平成　　　年　　　月　　　日

つくばみらい市長　殿

申請者　住　所　つくばみらい市

　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　下記のとおり人間ドックを利用したいので、承認し、助成くださるよう申請します。

記

受 付 番 号

記 号 み　ら　い 番 号

住 所
〒

　つくばみらい市 電 話 番 号

フ リ ガ ナ
男 ・ 女

生 年 月 日

年　　　月　　　日

年　齢

歳氏 名

フ リ ガ ナ
男 ・ 女

生 年 月 日

年　　　月　　　日

年　齢

歳氏 名

希 望 す る
医療機関の
番 号 に ○
を つ け て
く だ さ い。

　１．牛久愛和総合病院　　　　　　　　　　　　８．守谷慶友病院
　２．霞ヶ浦成人病研究事業団検診センター　　　９．取手北相馬保健医療センター医師会病院
　３．総合守谷第一病院　　　　　　　　　　　　10．きぬ医師会病院
　４．筑波学園病院　　　　　　　　　　　　　　11．つくば白亜クリニック
　５．筑波記念病院　　　　　　　　　　　　　　12．鳥越クリニック
　６．筑波メディカルセンター　　　　　　　　　13．藤代病院
　７．取手協同病院　　　　　　　　　　　　　　14．龍ヶ崎済生会病院

つくばみらい市脳ドック検診料助成申請書
平成　　　年　　　月　　　日

つくばみらい市長　殿

申請者　住　所　つくばみらい市

　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　下記のとおり脳ドックを利用したいので、承認し、助成くださるよう申請します。

記

受 付 番 号

記 号 み　ら　い 番 号

住 所
〒

　つくばみらい市 電 話 番 号

フ リ ガ ナ
男 ・ 女

生 年 月 日

年　　　月　　　日

年　齢

歳氏 名

フ リ ガ ナ
男 ・ 女

生 年 月 日

年　　　月　　　日

年　齢

歳氏 名

希 望 す る
医療機関の
番 号 に ○
を つ け て
く だ さ い。

　１．牛久愛和総合病院　　　　　　　　　　　　７．取手協同病院
　２．霞ヶ浦成人病研究事業団検診センター　　　８．取手北相馬保健医療センター医師会病院
　３．総合守谷第一病院　　　　　　　　　　　　９．きぬ医師会病院
　４．筑波学園病院　　　　　　　　　　　　　　10．鳥越クリニック
　５．筑波記念病院　　　　　　　　　　　　　　11．藤代病院
　６．筑波メディカルセンター

✂　キリトリ　✂ ✂　キリトリ　✂

❖
所
得
制
限
限
度
額

　

所
得
制
限
限
度
額
は
、
前
年
（
1

月
か
ら
5
月
ま
で
の
月
分
に
つ
い
て

は
前
々
年
）
の
所
得
額
で
判
定
し
ま

す
。
ま
た
、
所
得
に
は
一
定
の
控
除

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
所
得
制
限
限

度
額
は
年
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
伊

奈
庁
舎
児
童
福
祉
課
（
公
務
員
の
方

は
勤
務
先
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

扶養親族
などの数

自営業者
（国民年金加入者）

サラリーマン
（厚生年金等加入者）

０人 460万円 532万円

１人 498万円 570万円

２人 536万円 608万円

３人 574万円 646万円

４人 612万円 684万円

５人 650万円 722万円

　

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
す
る
こ

と
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
次
代

の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
お
よ
び
資
質
の
向
上
に
役
立
て
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

❖
支
給
対
象

　

児
童
手
当
は
、
12
歳
到
達
後
の
最

初
の
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童
（
小
学
校
修
了
前
の
児
童
）
を
養

育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
前
年
（
1
月
か
ら
5
月

ま
で
の
月
分
の
手
当
に
つ
い
て
は
、

前
々
年
）
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の

場
合
に
は
、
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

❖
支
給
手
続
き

　

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
す
る

家
計
の
主
な
生
計
維
持
者
が
申
請

し
、
住
所
地
の
市
町
村
長
（
公
務
員

の
方
は
勤
務
先
）
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
、
申
請
し
た
翌
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

❖
支
給
月
額

　

急
速
な
少
子
化
の
進
行
な
ど
を
踏

ま
え
、
若
い
子
育
て
世
帯
な
ど
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
観
点
か

ら
、
3
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
養
育

者
に
対
す
る
児
童
手
当
の
額
を
、
第

１
子
お
よ
び
第
２
子
に
つ
い
て
倍
増

し
、
出
生
順
位
に
か
か
わ
ら
ず
一
律

月
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
３
歳
以
上
の
児
童
の
児
童

手
当
の
額
、
支
給
対
象
年
齢
お
よ
び

所
得
制
限
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
現

行
ど
お
り
で
す
。

０
歳
以
上
３
歳
未
満
の
児
童
の

養
育
者
に
対
す
る
児
童
手
当

〈
現　

行
〉

・
第
１
子
、
第
２
子
＝
月
額
5
千
円

・
第
３
子
以
降
＝
月
額
1
万
円

〈
改　

正
〉

・
第
１
子
、
第
２
子
＝
月
額
１
万
円

（
倍
増
）

・
第
３
子
以
降
＝
月
額
1
万
円

（
現
行
ど
お
り
）

⇦
３
歳
以
上
（
現
行
ど
お
り
）

・
第
１
子
、
第
２
子
＝
月
額
5
千
円

・
第
３
子
以
降
＝
月
額
1
万
円

※
今
回
の
改
正
で
は
、
受
給
者
か
ら

※注１
　所得税法に規定する老人控除対象配偶者または老
人扶養親族がある方についての限度額（所得額ベー
ス）は、上表の額にその老人控除対象配偶者または
老人扶養親族１人につき６万円を加算した額

※注２
　扶養親族などの数が６人以上の場合の限度額（所
得額ベース）は、１人につき38万円（扶養親族な
どが老人控除対象配偶者または老人扶養親族である
ときは44万円）を加算した額

　

特
段
の
手
続
き
を
行
う
必
要
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。
な
お
、
３
歳
未
満
の

　

児
童
手
当
な
ど
の
額
は
一
律
月
額

　

１
万
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
３
歳

　

到
達
後
の
翌
月
か
ら
は
、
第
１
子

　

お
よ
び
第
２
子
の
手
当
額
は
５
千

　

円
と
な
り
ま
す
。

❖
支
給
時
期

　

児
童
手
当
は
原
則
と
し
て
、
毎
年

２
月
、
6
月
、
10
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎児童福祉課
　☎ 58 - 2111 （内線1162）

今
回
の
拡
充
の

　
　
　

ポ
イ
ン
ト
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◆問い合わせ先
　伊奈庁舎生活環境課
　☎ 58 - 2111 （内線1123）

◎詳しくは、お問い合わせください。

狂犬病集合予防注射
と登録を実施します

○すでに登録されている方には、はがきを郵送しますの
　で、注射を受ける際に必ずご持参ください。
○飼い犬の体調に異常があるときは、必ず申し出てくだ
　さい。
○犬の死亡、登録者や所在地の変更など飼育状況に変更
　がある場合は、伊奈庁舎生活環境課に届け出てください。
○雨天の場合も実施します。
○集合予防注射を受けられない場合は、最寄りの開業獣
　医で受けるようにしてください。この場合、注射料金
　が異なる場合があります。

　生後３か月以上の犬を飼っている方は、飼い主の登録
と狂犬病予防注射を受けなければなりません。
　平成19年度集合予防注射と登録を左表の日程により行
いますので、都合の良い場所で受けてください。
　なお、谷和原地区においては、４月に狂犬病予防注射
を実施しました。まだ実施されていない場合は、最寄り
の動物病院で狂犬病注射を受け、獣医師の指示に従い、
注意済票の交付の手続きを済ませてください。

●料金（１匹につき）
・予防注射のみの場合　　3,300円
・登録と予防注射の場合　5,300円

　※料金の内訳
　・登録手数料 2,000円
　・注射料 2,900円
　・注射済票交付手数料 400円

実施日 会　　場 時　　間

５月８日㈫

豊体中宿公民館 午前 9:00  ～ 9:15

青古新田公民館 午前 9:25  ～ 9:40

青木住宅公民館 午前 9:50  ～ 10:10

狸渕公民館 午前 10:20  ～ 10:35

弥柳第２公民館 午前 10:45  ～ 11:00

山谷公民館 午前 11:10  ～ 11:25

上平柳公民館 午前 11:35  ～ 11:50

中平柳公民館 午後 1:15  ～ 1:30

下平柳公民館 午後 1:40  ～ 1:55

山王新田赤羽倉庫 午後 2:05  ～ 2:20

山王新田本田機場（伊奈第１保育所）午後 2:30  ～ 2:40

伊丹消防機具置場 午後 2:50  ～ 3:05

５月９日㈬

城中消防機具置場 午前 9:00  ～ 9:15

東小学校（校庭側） 午前 9:25  ～ 9:35

足高公民館 午前 9:45  ～ 9:55

根柄公民館 午前 10:05  ～ 10:15

戸茂公民館 午前 10:25  ～ 10:35

久保公民館 午前 10:45  ～ 10:55

上島公民館 午前 11:05  ～ 11:20

すみれ幼稚園裏口 午前 11:30  ～ 11:50

伊奈中央支店（旧Ａコープ谷井田店前） 午後 1:15  ～ 1:45

ふれあい公園駐車場 午後 1:55  ～ 2:15

上谷井田公民館 午後 2:25  ～ 2:45

５月10日㈭

高岡公民館 午前 9:00  ～ 9:15

狸穴住宅自治会館 午前 9:25  ～ 9:45

狸穴公民館 午前 9:55  ～ 10:05

大和田ごみ集積所 午前 10:15  ～ 10:25

野堀消防機具置場 午前 10:35  ～ 10:45

神生公民館 午前 10:55  ～ 11:10

平和台住宅公民館 午前 11:20  ～ 11:40

わかくさ幼稚園駐車場 午後 1:15  ～ 1:35

板橋不動尊　 午後 1:45  ～ 2:10

関場・五反田公民館 午後 2:20  ～ 2:40

５月11日㈮

勘兵衛新田５期広場 午前 9:00  ～ 9:20

勘兵衛新田児童公園 午前 9:30  ～ 9:55

元勘兵衛新田公民館 午前 10:05  ～ 10:30

高波公民館 午前 10:40  ～ 11:10

愛宕バス停裏 午前 11:20  ～ 11:30

愛宕公民館 午前 11:40  ～ 11:55

小張上・中宿公民館 午後 1:15  ～ 1:35

みらい平駅自転車置場前 午後 1:40  ～ 2:00

谷口公民館 午後 2:10  ～ 2:20

芦戸公民館 午後 2:30  ～ 2:40

農協新町倉庫 午後 2:50  ～ 3:00

伊奈地区

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎国保年金課
　☎ 58 - 2111 （内線1187）

国保の出産育児一時金受領委任払について
　市の国民健康保険では、被保険者の出産後、申請により出産育児一時金35万円を支給しています。
　４月から、被保険者からの申し出により、出産後に支払われる出産育児一時金を直接医療機関に支払い、被保険者が支
払う出産費用の一部に充てることができるようになりました。

�受付開始日
　出産予定日の１か月前から受付

�申請手続き
　１．出産前の手続き　➡　受領委任払申請書に記入・押印、医療機関の同意を受け、国保年金課窓口に提出。
　２．出産後の手続き　➡　出産育児一時金請求書に、請求者と医療機関が記入・押印し、国保年金課窓口に提出。

�支払い
　　出産育児一時金請求書の提出をうけ、医療機関に出産育児一時金を支払います。また、出産費用が出産育児一時金に満た
　ないときは、その差額を請求者に支払います。

◎次の方は申請できません。
　・すでに出産育児一時金の請求の手続きをした方
　・つくばみらい市国民健康保険以外の制度から出産育児一時金を受けられる方
　・出産費資金貸付規則により貸付を受けている方
　・国保税を滞納している方
　・医療機関から受領委任払についての同意を得られない方

～知って安心　年金のはなし～

平成19年度学生納付特例の申請について
　学生であっても、20歳になれば国民年金に加入しなければなりません。
　納付が困難な学生の方には、学生本人の所得（平成18年中）が基準額以下の場合、申請し承認されると保険料の納付
が猶予される学生納付特例があります。申請は毎年度必要です。
　平成19年度（承認期間は平成19年４月から平成20年３月まで）の学生納付特例を希望する学生の方は、年金手帳・学
生証（有効期限に注意）・印鑑をお持ちのうえ、伊奈庁舎国保年金課で申請をしてください。

●基準額（学生本人の平成18年中の所得）
　　＝118万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額など

●修業年限が１年未満や海外の学校など一部該当しない学校があ
　ります。

●学生納付特例を受けた期間は、年金を受給するための受給資格
　期間には含まれますが、年金額には反映しません。

●10年以内であれば追納することができます。ただし、承認を受
　けた年度から起算して３年度目以降に追納する場合は、当時の
　保険料に一定の加算額が加わります。

●申請をすると、承認または却下の通知が社会保険事務局から郵
　送されます。申請中は納付書や催告書が送付される場合もあり
　ますので、あらかじめご了承ください。

◆問い合わせ先
・社会保険庁ホームページ
　　http://www.sia.go.jp/
・ねんきんダイヤル（一般の年金相談）
　　☎ 0570 - 05 - 1165
・ねんきんダイヤル（年金受給者用）
　　☎ 0570 - 07 - 1165
・土浦社会保険事務所
　　☎ 029 - 824 - 7121
・伊奈庁舎国保年金課
　　☎ 58 - 2111（内線1181 ～ 1187）

　※かけ間違いのないよう、ご注意ください。
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◎
市
税
な
ど
を
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
指
定
さ
れ
た
口
座
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
残
高
不
足
に
よ
り
引
き
落
と
し
が
で
き
な
い
場
合
は
、
口
座
振
替
に
よ
る

　

こ
と
な
く
納
税
者
本
人
が
直
接
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
残
高
不
足
解
消
後
に
つ
い
て
も
再
引
き
落
と
し
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
納
期
限
は
原
則
、
納
期
月
の
最
終
営
業
日
と
な
り
ま
す
が
、
納
期
月
の
最
終
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
と
き
は
、
翌
営
業
日
に
な
り
ま
す
。

３月 ２月
平成20年

１月 12月 11月 10月

第４期
２／ 29

第３期
12 ／ 25

第８期
１／ 31

第７期
12 ／ 25

第６期
11 ／ 30

第５期
10 ／ 31

第４期
１／ 31

第３期
10 ／ 31

第６期
２／ 29

第５期
12 ／ 25

第４期
10 ／ 31

３／ 31 ２／ 29 １／ 31 12 ／ 25 11 ／ 30 10 ／ 31

３／ 31 ２／ 29 １／ 31 12 ／ 28 11 ／ 30 10 ／ 31

３／ 31 ２／ 29 １／ 31 12 ／ 28 11 ／ 30 10 ／ 31

小絹・十和
３／ 31

福岡・谷原
２／ 29

小絹・十和
１／ 31

福岡・谷原
12 ／ 28

小絹・十和
11 ／ 30

福岡・谷原
10 ／ 31

第４期
２／ 29

第３期
11 ／ 30

小　絹
３／ 31

谷原・小張
２／ 29

小　絹
１／ 31

谷原・小張
12 ／ 28

小　絹
11 ／ 30

谷原・小張
10 ／ 31

３／ 31 ２／ 29 １／ 31 12 ／ 28 11 ／ 30 10 ／ 31

３／ 31 １／ 31 11 ／ 30

３／ 31 ２／ 29 １／ 31 12 ／ 28 11 ／ 30 10 ／ 31

３／ 31 ２／ 29 １／ 31 12 ／ 28 11 ／ 30 10 ／ 31

３／ 31 ２／ 29 １／ 31 12 ／ 28 11 ／ 30 10 ／ 31

【
下
半
期
】（
10
月
～
平
成
20
年
３
月
）

※
１　

谷
原
・
小
絹
・
小
張
（
一
部
地
域
）
地
区
以
外
の
下
水
道
区
域
は
、
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
（
☎
０
２
9
７
︲
74
︲
４
１
２
５
）
の
管
轄
に
な
り
ま
す
。

☆
納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保存版

９月 ８月 ７月 ６月 ５月 ４月
納付月

種別

第２期
７／ 31

第１期
５／１

固定資産税

全　期
５／ 31

軽自動車税

第４期
10 ／１

第３期
８／ 31

第２期
７／２

第１期
５／１

国民健康
保険税

第２期
８／ 31

第１期
７／２

市県民税

第３期
８／ 31

第２期
７／２

第１期
５／１

介護保険料

10 ／１ ８／ 31 ７／ 31 ７／２ ５／ 31 ５／１ 保　育　料
（毎　月）

10 ／１ ８／ 31 ７／ 31 ７／２ ５／ 31 ５／１ 児童クラブ
（毎　月）

10 ／１ ８／ 31 ７／ 31 ７／２ ５／ 31 ５／１
水道使用料

[伊　奈]
（毎　月）

小絹・十和
10 ／１

福岡・谷原
８／ 31

小絹・十和
７／ 31

福岡・谷原
７／２

小絹・十和
５／ 31

福岡・谷原
５／１

水道使用料
[谷和原]

第２期
８／ 31

第１期
７／２

下　水　道
受益者負担

小　絹
10 ／１

谷原・小張
８／ 31

小　絹
７／ 31

谷原・小張
７／２

小　絹
５／ 31

福岡・小張
５／１

下水道使用料
（※１）

10 ／１ ８／ 31 ７／ 31 ７／２ ５／ 31 ５／１
農業集落排水

[伊　奈]
（毎　月）

10 ／１ ７／ 31 ５／ 31
農業集落排水

[谷和原]
（隔　月）

10 ／１ ８／ 31 ７／ 31 ７／２ ５／ 31 ５／１
コミュニティ

プラント
[伊 奈] （毎 月）

10 ／１ ８／ 31 ７／ 31 ７／２ ５／ 31 ５／１ 住宅使用料
(毎　月）

10 ／１ ８／ 31 ７／ 31 ７／２ ５／ 31 ５／１
地　代

[伊　奈]
(毎　月）

【
上
半
期
】（
４
月
～
９
月
）

平
成
19
年
度
市
税
な
ど
の
納
期
月
お
よ
び
納
期
限
一
覧
表

保存版
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伊奈公民館

講 座 名 ニイハオ！中国語講座 定　　員 20人

開催日時
６月～ 10月までの第２・第４日曜日（６月10日・24日、７月８日・22日、
８月12日・26日、９月９日・23日、10月14日・28日）
午前９時～ 11時

開催場所 伊奈公民館

費　　用 無　料

内　　容
発音の基礎から始め、日常会話を中心に中国語を学びます。初めての方も気軽にご参加ください。
まずは大きな声で「ニイハオ！」から始めましょう！

講 座 名 間宮  林蔵　歴史講座 定　　員 20人

開催日時
６月～ 10月までの第２・第４金曜日（６月８日・22日、７月13日・27日、
８月10日・24日、９月14日・28日、10月12日・26日
午後１時30分～３時

開催場所 伊奈公民館

費　　用 無　料

内　　容
郷土が生んだ偉人・間宮林蔵。彼の偉業の歴史をひも解いていきましょう。
いざ、歴史の世界へ！（林蔵ゆかりの地を訪ねる校外学習も予定しています。費用は別にかかります。）

講 座 名 からだいきいき！ヘルス体操講座 定　　員 40人

開催日時
６月～ 10月までの第１・第３火曜日（６月５日・19日、７月３日・17日、
８月７日・21日、９月４日・18日、10月２日・16日）
午前10時～ 11時30分

開催場所 伊奈公民館

費　　用 無　料

内　　容
茨城県立健康プラザ推奨の介護予防リハビリ体操です。
専門の指導士による無理のない体操なので、初めての方でも大丈夫！気軽にご参加ください。

講 座 名 銀粘土アクセサリー講座 定　　員 10人

開催日時 ７月11日㈬・25日㈬　　午後１時～３時
開催場所 伊奈公民館

費　　用 3,800円

内　　容
粘土細工の感覚で、人工宝石を付けた本物の純銀リングを作ります。
初心者の方にもわかりやすく丁寧にご指導します！

講 座 名 知っておこう！裁判員制度講座 定　　員 20人

開催日時 ６月６日㈬　　午前10時～ 11時30分
開催場所 伊奈公民館

費　　用 無　料

内　　容
平成21年度から始まる裁判員制度。よく耳にするようになりましたが、みなさんはどんな制度かご存知ですか。
水戸地方検察庁の方が詳しく教えてくれます。この機会に裁判員制度をもっとよく知っておきましょう！

講 座 名 般
はん

若
にゃ

心
しん

経
ぎょう

を書く 定　　員 20人

開催日時 ５月30日㈬、６月６日㈬・13日㈬・20日㈬・27日㈬　　午後１時30分～
開催場所 谷和原公民館

費　　用 3,000円

内　　容 心の休憩時間を作りませんか。心静かに･･･毛筆（筆ペン）で般若心経を書いてみましょう。

講 座 名 太極拳 定　　員 20人

開催日時 ６月５日㈫・19日㈫・26日㈫、７月３日㈫・17日㈫　　午後２時～
開催場所 谷和原公民館

費　　用 無　料

内　　容
運動不足の今日このごろ、武術太極拳で運動不足やストレス解消を！
老若男女、運動不足の解消に･･･　足腰の強化に･･･

谷和原公民館

平成19年度　前期

生 涯 学 習
公 民 館

講座募集

申し込みについて
　受付期間　４月19日㈭～５月８日㈫　午前９時～午後５時
　受付場所　いずれの講座も次の３か所で受け付けします。
　　　　　　○生涯学習課　〒300 - 2492　つくばみらい市加藤237　　☎ 58 - 2111
　　　　　　　　　　　　　　月曜日～金曜日
　　　　　　○伊奈公民館　〒300 - 2395　つくばみらい市福田195　　☎ 58 - 5081
　　　　　　　　　　　　　　火曜日～日曜日
　　　　　　○谷和原公民館　〒300 - 2422　つくばみらい市古川1025　☎ 52 - 2141
　　　　　　　　　　　　　　火曜日～日曜日
　受講対象　原則として、市内在住・在勤・在学の方

申し込みの注意
　①希望者は申込用紙に必要事項を記入のうえ、受付場所へご持参いただくか、郵送でお申し込みください。
　　（※５月８日㈫必着）
　②定員を超えた場合、５月11日㈮に谷和原庁舎において公開抽選会を行います。受講決定通知は別に送付します。
　③定員に満たない場合は、講座を開設しないこともあります。
　④諸事情において開催日時・場所が変更になる場合があります。
　⑤公民館講座は、２講座まで選択できます。
　⑥電話による受け付けはできません。

講 座 名 わくわくチャレンジ講座 対　　象 小学１年生～中学３年生

開催日時
６月16日㈯・30日㈯、７月14日㈯・25日㈬・26日㈭、
８月１日㈬・21日㈫　【全７回】　　午前９時30分～ 11時30分　他

開催場所 谷和原公民館　他

費　　用 教材費など

内　　容

異年齢の集団で体験活動を行い、自主性・協調性・忍耐力を高め、互いに助け合う心・思いやる心を育てます。
　内容：デコクレイクラフト・親子でプリザーブドフラワーのコサージュを作ろう・飯ごう炊

すい

爨
さん

・絵画教室・
　　　　茨城県警察本部見学・茨城県警備部機動隊体験など
※後日、学校に募集案内を配布した際にお申し込みください。なお、市外の学校に通学している方はお問い合
　わせください。

講 座 名 あなたの子育て応援し隊
－みずから輝くために　ボランティア養成講座－

対　　象
18歳以上の方

※受講後、市の保育ボランティ 
　アとして活動できる方

開催日時
６月20日㈬、７月４日㈬・18日㈬、９月５日㈬・19日㈬、
10月３日㈬・17日㈬　【全７回】　　午前10時～ 11時30分

開催場所 谷和原公民館　他

費　　用 500円

内　　容

「保育ボランティア」ってご存知ですか。「保育ボランティア」とは、小さな子どもを抱えるお父さんやお母さ
んたちが、安心して研修会や学習の機会に参加できるよう、子どもたちを預かり、ふれあいの場を提供する人
たちのことです。この講座では、保育ボランティアとしての基本的な心構えや子どもたちとの接し方、救命救
急などを楽しく学び、実践活動に生かしていくことを目的としています。
あなたも保育ボランティアになって、子どもたちの笑顔にふれてみませんか。

生涯学習課



��－広報つくばみらい４月号（No.�3）－�3 －平成�9年４月�9日発行－

よつわ大学（伊奈会場・谷和原会場）
に通いませんか。

伊　奈　会　場 谷　和　原　会　場

１．対 象 者 市内在住の60歳以上の方

２．学 習 目 的 広く優しい心で、社会のために役立つ高齢者を目標としています。

３．学 習 内 容 講話・移動学習・映画鑑賞など

４．ク ラ ブ
健康体操・歴史・園芸・カラオケ
（参加は自由。申込時に選択。）

園芸・陶芸・パソコン・太極拳・カラオケ
（クラブにより材料費が必要。材料費は 
　自己負担です。）

５．日 時

５月～翌年２月までの毎月第３水曜日
８月は休講
９回開催

午前10時～午後２時30分

６月～翌年２月までの毎月第２水曜日
９月と１月は休講

７回開催
午前10時～午後２時30分

６．会 場 伊奈公民館 谷和原公民館

７．入 会 金 3,500円（昼食代を含む）

８．申 込 期 限 ５月12日㈯

９．申 込 先
伊奈公民館（福田195）
火～金曜日　午前９時～午後５時まで
※入会金を添えてお申し込みください。

谷和原公民館（古川1025）
火～金曜日　午前９時～午後５時まで
※入会金を添えてお申し込みください。

10．問い合わせ先
伊奈公民館　☎ 58 - 5081
※月曜日は、休館日です。

谷和原公民館　☎ 52 - 2141
※月曜日は、休館日です。

※伊奈会場または谷和原会場のどちらか一方にお申し込みください。

　なお、会場へは各自でお集まりいただきます。あらかじめご了承ください。

❖申込用紙について❖
　20～ 23ページの「生涯学習・公民館講座」「よつわ大学」の申込用紙は、裏面（24ページ）にあります。

　ご面倒でも切り離してご利用ください。

講 座 名 なるほど・ざ・韓国 定　　員 15人

開催日時
６月９日㈯・23日㈯、７月14日㈯・28日㈯、８月11日㈯・25日㈯
午前10時～

開催場所 谷和原公民館

費　　用 3,000円

内　　容
簡単なあいさつから始まる韓国語講座と韓国料理をドッキングしました。
どなたでも気軽に参加できます。

講 座 名 短歌入門 定　　員 12人

開催日時
６月９日㈯・23日㈯、７月14日㈯・28日㈯、８月11日㈯
午後１時30分～

開催場所 谷和原公民館

費　　用 1,000円

内　　容 季節を感じて･･･季節を言葉に残してみませんか。日本の文化とともに･･･

講 座 名 がんばれ　お母さん！！ 定　　員 15人

開催日時
６月16日㈯・23日㈯・30日㈯
午前10時～

開催場所 谷和原公民館

費　　用 資料代

内　　容
市内の小学１年生～中学３年生の保護者の方が対象です。教育に30年以上も携わった講師とともに、挫折に強
い子どもに育てるには･･･などのテーマのもと、親業を勉強します。

講 座 名 なるほど・ウォーキング 定　　員 20人

開催日時
７月４日㈬・18日㈬、８月１日㈬・29日㈬、９月19日㈬
午前10時～

開催場所 谷和原公民館

費　　用 無　料

内　　容
身体のバランスは保たれていますか。バランスが崩れていると「歩く」ことに現れます。
骨盤体操などを加え、バランスの取れた身体に変身してみましょう。講師は整体師さんです。

講 座 名 速習！！デジカメ 定　　員 15人

開催日時
７月18日㈬・25日㈬、８月１日㈬
午前10時～

開催場所 谷和原公民館

費　　用 1,000円

内　　容
デジカメ初心者の方へ･･･運動会・行楽シーズンを迎える前にデジカメをマスターしてみましょう。
デジカメをご持参ください。

講 座 名 覚えておきたい英会話 定　　員 15人

開催日時
９月５日㈬・12日㈬・19日㈬・26日㈬、10月３日㈬
午前10時～

開催場所 谷和原公民館

費　　用 資料代

内　　容 覚えていると得する英会話！がキーワード。初めての方でも、抵抗なく英会話に取り組むことができますよ。

講 座 名 古布でつくるつるしかざり（つるしびな） 定　　員 15人

開催日時
９月５日㈬・19日㈬、10月３日㈬・17日㈬・31日㈬
午後１時30分～

開催場所 谷和原公民館

費　　用 5,000円

内　　容 今話題の、趣のある古布を使い「つるしかざり」を作ります。どんな飾りができるのか楽しみですね！

谷和原公民館
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生涯学習課　前期講座　参加申込書
講　座　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別

〒300‐2

つくばみらい市

講　座　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別

〒300‐2

つくばみらい市

伊奈公民館　前期講座　参加申込書
講　座　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別

〒300‐2

つくばみらい市

講　座　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別

〒300‐2

つくばみらい市

講　座　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別

〒300‐2

つくばみらい市

谷和原公民館　前期講座　参加申込書
講　座　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別

〒300‐2

つくばみらい市

講　座　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別

〒300‐2

つくばみらい市

講　座　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別

〒300‐2

つくばみらい市

平成19年度よつわ大学　参加申込書
※入会金3,500円を添えてお申し込みください。ご夫婦でもどうぞ！

会　　場 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別

（一方を○で囲む）

伊 奈 会 場

谷 和 原 会 場

〒300‐2

つくばみらい市

希望クラブ

講　座　名 氏名（ふりがな） 住　　所 電話番号 年齢 性別

（一方を○で囲む）

伊 奈 会 場

谷 和 原 会 場

〒300‐2

つくばみらい市

希望クラブ

✂　キリトリ　✂ ✂　キリトリ　✂

✂　キリトリ　✂ ✂　キリトリ　✂

✂　キリトリ　✂ ✂　キリトリ　✂

エ
キ
ス
ト
ラ
の
会
だ
よ
り

映画「あかね空」特別試写会
　３月９日、きらくやまふれあいの丘世代ふれあいの館において、映画

「あかね空」の特別試写会が行われました。

　この映画は、撮影の大半がワープステーション江戸で行われ、市エキ

ストラの会からも延べ350人ほどが参加しました。

　試写会には、エキストラとして出演した方など、350人を超

える観客が足を運びました。上映が終わると、観客席からは大

きな拍手がわき、観客のみなさんの顔からは満足気な表情が見

て取れました。

　上映後は、企画・脚本の篠
しの

田
だ

正
まさ

浩
ひろ

氏と監督の浜
はま

本
もと

正
まさ

機
き

氏によ

るトークショーが行われました。お２人は師弟関係ということ

で、息の合った話のかけ合いとなりました。

着物を着て･･･

かつらをかぶって･･･

はい、できあがり！

➡

➡

▶
真
剣
に
話
を
聞
く
、
エ
キ
ス
ト
ラ

　

の
み
な
さ
ん

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
木
曜
時
代
劇

　
「
柳
生
十
兵
衛
七
番
勝
負

　
　

～
最
後
の
戦
い
～
」

　

☆
出
演　

村む
ら

上か
み

弘ひ
ろ

明あ
き
、
牧ま
き

瀬せ

里り

穂ほ

、 

　
　
　
　
　

ほ
か

■
撮
影
期
日
＝
３
月
１
日
～
2
日
、

　

23
日
～
24
日

■
撮
影
場
所
＝
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ

　

ン
江
戸

■
エ
キ
ス
ト
ラ
参
加
人
数
＝
延
べ
96

　

人
○
放
送
日

　

毎
週
木
曜
日　

午
後
８
時
～

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ

　

絶
賛
放
送
中
！

◎
エ
キ
ス
ト
ラ
の
で
き
る
ま
で
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図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp

保健だより◆問い合わせ先
　市健康増進課
（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100

図
書
館
だ
よ
り

図書館休館日
　５月 ３日㈭、 ４日㈮、
 ５日㈯、 ７日㈪、
 14日㈪、 21日㈪、
 28日㈪、 31日㈭

おはなし会
　５月26日㈯
　午後２時～
　幼児～小学校低学年

読み聞かせ会（虹の会）
　５月12日㈯
　午後２時～
　小学生まで

開館時間
　午前10時～午後６時

図書館への問い合わせ

　☎ 58 - 3
みん

7
なの

1
としょ

0
かん

うまく利用していただくために・その１

☆★読みたい本がないときは･･･★☆
　読みたい本が棚にないときは、カウンターにお申し出ください。
　読みたい本の有無や、場所をお調べします。もしも本がなかったら･･･

▪よ や く･･･調べた結果、ご希望の本が貸出中のときは予約ができます。
▪とりよせ･･･所蔵されていないときには、他館からお借りします。
▪すいせん･･･出版されたものについて、購入を検討します。

※「すいせん」のお取り扱いが変わりました。
　「すいせん」をお申し出いただいた場合、
購入できないときは電話で、購入できたと
きははがきでお知らせします。

　よやく・とりよせ・すいせんのお申し出は、
カウンターで受け付けしています。お気軽
にお問い合わせください。

☆★一言ボックス、引越ししました★☆
　４月は、入学式や入社式など、新しい場所で新しい生活を始める月でもあります。
図書館の一言ボックスも４月に入って、みなさんが見つけやすい場所に引越ししま
した。場所は、入り口のポスター掲示コーナー中央部です。
　一言ボックスは、図書館に対するご意見・ご感想を投書していただくものです。
一言ボックスでいただいたご意見・ご要望については、差し支えない範囲で、一言
ボックスの場所に、その返答と一緒に掲示させていただきます。
　ご意見をお待ちしています。

☆★４月23日㈪は「子ども読書の日」★☆
　平成14年に、「子ども読書活動推進法」のなかで
子どもの読書について考えてもらうため制定され
た日です。
　子ども読書の日と関連して、子どもたちに良い
本や良い雑誌に親しむこと、読書の楽しみや喜び
を知ってもらうため、「子ども読書週間」（４月23日
㈪～５月12日㈯）も設定されています。
　今年の読書週間の標語は、『いっしょに、読もう
か』です。

　この機会に、親子で『いっしょに』本を読んだ
り、本のことを話し合ってみたりしてはどうでしょ
うか。

■総合健診のお知らせ
健診日 会　場 申　込　期　間 定　　員 健診当日受付時間

５月25日㈮ 伊奈保健センター  ５月７日㈪ ～ ９日㈬
各日200人（うち、腹部超音波健診：
各日110人）
胃がん検診のみ受診定員：各日20人

①午前６時30分～ ７時
②午前７時30分～ ８時
③午前８時30分～ ９時
④午前９時30分～10時

６月２日㈯ 谷和原保健福祉センター  ５月14日㈪ ～ 16日㈬

６月10日㈰ 伊奈保健センター  ５月21日㈪ ～ 23日㈬

※健診内容・負担額については、つくばみらい市健康管理予定表をご覧ください。

■子宮がん・乳がん検診のお知らせ
●集団検診

検診日 会　場 申　込　期　間 検　診　内　容

６月15日㈮ 谷和原保健福祉センター ５月28日㈪ ～６月１日㈮ 子宮がん検診：頸
けい

部細胞診
乳がん検診：超音波・マンモグラフィ
※年齢によって検診内容が変わります。７月30日㈪ 伊奈保健センター ７月９日㈪ ～　　13日㈮

※健診内容・負担額については、つくばみらい市健康管理予定表をご覧ください。
※乳房の痛み・しこりなどの自覚症状のある方は、直接医療機関で受診してください。

●医療機関検診
　登録医療機関で子宮がん・乳がん検診を受けられる受診券を発行します。
　　※平成19年度から、筑波学園病院での子宮がん医療機関検診は、病院側の都合により実施できなくなりました。

★発行期間　平成19年４月２日㈪～平成20年２月29日㈮まで（土・日・祝日を除く）　午前８時30分～午後５時15分
★有効期間　発行日から平成20年２月29日㈮まで
★申込方法　登録医療機関に予約後、谷和原保健福祉センター・伊奈保健センター窓口へお越しください。
　　　　　　　※検診内容・登録医療機関・負担金については、健康増進課へお問い合わせください。

◆総合健診、子宮がん・乳がん検診（集団検診）申込方法◆
　申 込 方 法：①申込受付専用電話　☎ 25 - 2983
　　　　　　　　②谷和原保健福祉センター・伊奈保健センター窓口
　申込受付時間：午前９時～午後５時

※上記以外の方法による受け付けは一切行いません。また、同一世帯のご家族以外の申し込み受け付けはできません。
※受付開始30分は、電話が集中し、大変かかりにくくなっています。ご了承ください。
※申し込み受け付けの際、「検診項目」「氏名」「住所」「生年月日」「電話番号」をお聞きします。
※申込期間中であっても、定員になり次第締め切らせていただきます。
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◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
　※旧谷和原村役場の番号（☎ 52 - 3141）にかけてもつながりますが、
　　谷和原庁舎への直通電話ではありません。（最初に伊奈庁舎の電話
　　交換室につながり、その後各課に転送されます。）

架空請求にご注意ください。覚えのない請求はがきや手紙を受け取ったら消費生活センターにご相談を。

ご
参
加
く
だ
さ
い

募

集

し

ま

す

情
報

お知らせ
Information－ －問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

市民窓口課は月曜日ならびに正午～午後１時までの時間帯が混雑します。他の曜日などをおすすめします。

就
学
援
助
制
度
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
お
子
様
が
義
務
教
育
の

た
め
市
内
の
小
中
学
校
に
通
学
す
る

う
え
で
、
経
済
的
に
困
っ
て
い
る
保

護
者
の
方
に
対
し
、
学
用
品
費
や
給

食
費
な
ど
を
援
助
す
る
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
援
助
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
＝
生
活
保
護
世
帯（
要
保
護
）、 

　

ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
（
準

　

要
保
護
）
と
教
育
委
員
会
が
認
定

常
総
広
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
ビ
デ
オ
撮
影
講
座

　

常
総
広
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

で
は
、
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
・
ビ
デ
オ

お
よ
び
映
写
機
な
ど
の
貸
し
出
し
を

無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

機
材
を
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
次
の
と
お
り
講
習
会
を
実
施

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
5
月
20
日
㈰　

午
前
10
時

　

～
午
後
4
時

▼
会
場
＝
常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏

　

事
務
組
合

▼
対
象
＝
常
総
広
域
圏
内
に
在
住
・

　

在
勤
の
方
（
学
生
を
除
く
）

▼
定
員
＝
20
人

▼
内
容
＝
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
基
本
的

　

な
操
作
・
撮
影
方
法

▼
受
講
料
＝
無
料

第
14
回
犬
・
猫
里
親
の

会
の
お
知
ら
せ

浄
化
槽
設
置
事
業
費
の

補
助
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共

用
水
域
の
水
質
汚
濁
防
止
の
た
め
、

浄
化
槽
設
置
者
に
対
す
る
補
助
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象

○
次
の
区
域
以
外
の
地
域

・
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域

・
農
業
集
落
排
水
事
業
認
可
区
域

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
事
業
整

　

備
区
域

○
税
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ラ
イ
ト

い
ば
ら
き
２
０
０
７

▼
内
容
＝
男
女
共
同
参
画
等
に
関
す

　

る
視
察
、
宿
泊
研
修

▼
研
修
先
＝
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ド
イ
ツ

▼
派
遣
期
間
＝
10
月
24
日
㈬
～
11
月

　

1
日
㈭
（
※
こ
の
ほ
か
、
３
回
の

　

事
前
研
修
と
１
回
の
事
後
研
修
）

▼
参
加
費
＝
26
万
円
程
度

▼
募
集
期
限
＝
5
月
16
日
㈬

▼
応
募
資
格
＝
日
本
国
籍
を
持
つ
30

　

歳
以
上
61
歳
未
満
で
あ
り
、
5
年

　

以
上
県
内
に
居
住
し
て
い
る
女
性

▼
応
募
方
法
＝
申
込
書
を
伊
奈
庁
舎

各
種
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

①
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
初
心
者
講
習
会

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
長
く
楽
し

め
る
競
技
で
す
。
一
度
や
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
期
間
＝
６
～
10
月
の
毎
月
第
1
土

　

曜
日　

午
前
10
時
～
正
午

▼
会
場
＝
き
ら
く
や
ま
ゲ
ー
ト
ボ
ー

　

ル
場

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者（
年

　

齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
受
講
料
＝
無
料

▼
申
込
期
限
＝
5
月
23
日
㈬

②
社
会
人
剣
道
交
流
大
会

▼
日
時
＝
6
月
10
日
㈰　

午
前
8
時

　

30
分
受
け
付
け
、
9
時
開
会
式

▼
会
場
＝
総
合
運
動
公
園
研
修
道
場

▼
参
加
費
＝
２
０
０
０
円
（
弁
当
代

　

含
む
、
当
日
集
金
）

▼
部
門
＝
40
歳
以
下
の
部
、
41
歳
以

　

上
の
部

▼
申
込
期
限
＝
5
月
23
日
㈬

③
市
春
季
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▼
日
時
＝
5
月
6
日
㈰　

午
前
9
時

▼
場
所
＝
総
合
運
動
公
園
体
育
館

▼
参
加
資
格
＝
20
歳
以
上
の
市
内
在

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒

サ
ー
ビ
ス
事
業

　

家
庭
に
お
い
て
寝
た
き
り
の
状
態

に
あ
る
方
な
ど
に
対
し
、
寝
具
の
洗

濯
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は

5
月
31
日
㈭
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

市
男
女
共
同
参
画
計
画

策
定
委
員
の
募
集

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
市
の
目
指
す
方
向

を
明
ら
か
に
し
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
取
り
組
み
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
つ
く
ば
み

ら
い
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」
を
策

定
し
ま
す
。

　

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
市

民
の
方
々
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
よ

り
現
状
に
即
し
た
意
見
を
計
画
に
反

映
で
き
る
よ
う
、「
男
女
共
同
参
画
計

画
策
定
委
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
務
＝
市
の
男
女
共
同
参
画
計
画

　

策
定
に
関
し
、
必
要
な
調
査
お
よ

　

び
審
議
を
行
い
、
意
見
を
取
り
ま

　

と
め
て
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

▼
任
期
＝
計
画
策
定
が
終
わ
る
ま
で

　
（
平
成
19
年
6
月
～
平
成
20
年
3

　

月
を
予
定
）

▼
委
員
会
開
催
回
数
（
予
定
）
＝
任

　

期
修
了
ま
で
6
回
程
度

▼
報
酬
＝
委
員
会
に
出
席
し
た
際
に
、 

　

市
の
規
定
に
よ
り
支
給

▼
募
集
人
数
＝
男
女
各
1
人

▼
応
募
資
格
＝
次
の
い
ず
れ
に
も
該

　

当
す
る
方

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳
以
上
の

　

方
（
平
成
19
年
4
月
1
日
現
在
）

②
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

③
平
日
昼
間
に
開
催
す
る
委
員
会
に

市
町
村
中
小
企
業
金
融

制
度
の
連
帯
保
証
人
変
更

　

市
町
村
中
小
企
業
金
融
制
度
（
自

治
金
融
・
振
興
金
融
）
を
申
し
込
む

際
の
連
帯
保
証
人
が
、
4
月
1
日
か

ら
法
人
代
表
者
の
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
小
企
業
資
金
融
資
あ
っ
旋
申
込

書
の
連
帯
保
証
人
の
欄
へ
は
、
法
人

で
の
お
申
し
込
み
の
際
は
、
法
人
代

表
者
の
み
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

個
人
で
申
し
込
む
際
の
連
帯
保
証

人
は
不
要
で
す
。

　

  

谷
和
原
庁
舎
産
業
政
策
課

☎
58
︲
２
１
１
１

　
（
内
線
8
１
４
０
～
８
１
４
４
）

　

出
席
で
き
る
方

▼
応
募
方
法
＝
次
の
書
類
を
直
接
持

　

参
、
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず

　

れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。（
書
類
は
、
伊
奈
庁
舎
秘
書
広

　

聴
課
お
よ
び
伊
奈
・
谷
和
原
庁
舎

　

市
民
窓
口
課
に
設
置
、ま
た
市
ホ
ー 

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

で
き
ま
す
。）

①
応
募
用
紙

②
小
論
文
（
６
０
０
～
８
０
０
字
）

　

テ
ー
マ
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
男

　

女
共
同
参
画
推
進
に
つ
い
て
」

▼
応
募
期
限
＝
5
月
23
日
㈬
ま
で

　
　
　

伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課

☎
58
︲
２
１
１
１（
内
線
１
２
０
３
）

〒
３
０
０
︲
２
３
９
５

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
福
田
１
９
５

h01-koutyou@city.tsukubam
irai.lg.jp

　

秘
書
広
聴
課
へ
提
出

※
応
募
書
類
は
秘
書
広
聴
課
に
設
置

　

  

県
知
事
公
室
女
性
青
少
年
課

☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
２
１
７
８

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

里
親
の
会
は
、
犬
や
猫
が
ほ
し
い

方
と
事
情
に
よ
り
犬
や
猫
を
飼
え
な

く
な
っ
た
方
の
仲
介
を
し
ま
す
。

　

里
親
の
会
に
参
加
す
る
方
は
、
必

ず
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
5
月
6
日
㈰　

午
後
1
時

　

～
3
時　

※
雨
天
中
止

▼
場
所
＝
伊
奈
庁
舎
駐
車
場
（
常
陽

　

銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
付
近
）

　

  

占う
ら

部べ　

☎
58
︲
７
１
６
８

▼
申
込
期
限
＝
5
月
7
日
㈪

　
　
　

常
総
広
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

　

リ
ー
事
務
局

☎
48
︲
２
３
３
９

▼
補
助
基
数

○
通
常
型
浄
化
槽

・
5
人
槽
＝
15
基

・
7
人
槽
＝
15
基

・
10
人
槽
＝
２
基

○
高
度
処
理
型
浄
化
槽
（
窒
素
お
よ

　

び
り
ん
除
去
能
力
を
持
つ
高
度
処

　

理
型
）

・
５
人
槽
＝
２
基

・
７
人
槽
＝
２
基

※
市
が
指
定
す
る
牛
久
沼
流
域
に
つ

　

い
て
は
、
通
常
型
・
高
度
処
理
型

　

い
ず
れ
か
と
し
、
そ
の
他
の
補
助

　

対
象
地
域
に
つ
い
て
は
、
通
常
型

　

の
み
と
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間
＝
11
月
30
日
㈮
ま
で

　
（
平
成
19
年
度
工
事
完
了
の
も
の

　

に
限
り
ま
す
。）

　
　
　

下
水
道
課
（
小
絹
水
処
理
セ

　

ン
タ
ー
内
）

☎
52
︲
３
９
３
９

　

し
た
世
帯

▼
援
助
の
内
容
＝
学
用
品
費
・
通
学

　

用
品
費
・
新
入
学
児
童
生
徒
学
用

　

品
費
・
修
学
旅
行
費
・
医
療
費
（
学

　

校
保
険
法
に
よ
り
治
療
の
指
示
を

　

受
け
た
疾
病
に
限
る
）・
給
食
費

　

な
ど
で
教
育
委
員
会
が
定
め
た
金

　

額
（
国
の
基
準
に
準
ず
る
）

▼
申
請
方
法
＝
各
小
中
学
校
に
用
意

　

し
て
あ
る
所
定
の
申
請
書
お
よ
び

　

収
入
申
告
書
と
、
前
年
中
の
収
入

　

の
わ
か
る
証
明
書
な
ど
を
添
付
し
、 

　

担
任
の
先
生
へ
提
出

▼
申
請
期
限
＝
5
月
31
日
㈭

※
援
助
を
受
け
た
い
方
は
、
事
前
に

　

学
校
・
教
育
委
員
会
な
ど
に
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

※
申
請
さ
れ
る
と
、
必
要
に
応
じ
て

　

地
区
民
生
委
員
が
自
宅
調
査
に
伺

　

い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
教
育
委
員
会
学

　

校
教
育
課

☎
58
︲
２
１
１
１（
内
線
８
２
０
４
）

　

住
・
在
勤
者

▼
参
加
チ
ー
ム
数

・
混
合
チ
ー
ム
（
男
2
人
・
女
2
人
）

　

＝
16
チ
ー
ム

・
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
＝
８
人

※
１
チ
ー
ム
4
人
、
参
加
者
氏
名
に

　

チ
ー
ム
名
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

　

く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費
＝
1
人
８
０
０
円
（
弁
当

　

代
含
む
・
当
日
集
金
）

▼
申
込
期
限
＝
4
月
27
日
㈮

　
　
　

①
、
②
、
③
と
も
ス
ポ
ー
ツ

　

振
興
室
（
総
合
運
動
公
園
内
）

☎
58
︲
４
０
０
５

▼
対
象
者

・
寝
具
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
70
歳

　

以
上
の
単
身
高
齢
者
お
よ
び
高
齢

　

者
の
み
の
世
帯

・
老
衰
、
疾
病
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

　

寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る
65
歳
以

　

上
の
高
齢
者

・
重
度
の
身
体
障
害
に
よ
り
、
寝
た

　

き
り
の
状
態
に
あ
る
身
体
障
害
者

　
（
児
）

▼
事
業
の
内
容

・
寝
具
（
原
則
的
に
掛
布
団
、
敷
布

　

団
お
よ
び
毛
布
の
各
1
枚
を
一
式

　

と
す
る
。）の
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒

・
利
用
は
、年
2
回
を
限
度
と
し
ま
す
。

　
　
　

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課

☎
58
︲
２
１
１
１

（
内
線
１
１
５
３
、１
１
５
４
）

申
問

問

申
問

申
問

申
問

申
問

申
問

問

問
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お
知
ら
せ
し
ま
す

情
報

お知らせ
Information－ －問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先
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ご
利
用
く
だ
さ
い

生
活
環
境
課
か
ら
各
種

補
助
の
お
知
ら
せ

①
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
駆
除
に
伴
う
巣 

　

駆
除
費
の
一
部
補
助

　

猛
暑
の
年
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣

が
非
常
に
増
え
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の

駆
除
を
業
者
に
依
頼
し
た
場
合
、
駆

除
代
金
の
一
部
補
助
を
行
い
ま
す
。

駆
除
の
補
助
金
を
希
望
す
る
場
合
に

は
、
生
活
環
境
課
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
郵
送
で
の
申
請
も
受

け
付
け
し
ま
す
。

▼
補
助
額
＝
1
件
当
た
り
ス
ズ
メ
バ

　

チ
駆
除
業
者
に
支
払
っ
た
費
用
の

　

2
分
の
１
（
※
上
限
1
万
円
）

▼
期
限
＝
ス
ズ
メ
バ
チ
巣
駆
除
終
了

　

後
1
か
月
以
内

▼
対
象
者
＝
市
内
に
住
居
や
土
地
を

　

所
有
し
て
い
る
個
人
（
事
業
者
は

　

除
く
）
世
帯
内
に
市
税
な
ど
の
滞

　

納
の
な
い
方

▼
申
請
書
類
＝
申
請
書
、
ハ
チ
の
巣

　

駆
除
前
・
駆
除
後
の
写
真
、
業
者

　

か
ら
の
領
収
書
、
振
込
先
の
口
座

　

番
号
（
郵
便
局
は
不
可
）・
印
鑑

※
市
役
所
や
消
防
署
で
は
、
ハ
チ
の

　

巣
駆
除
は
直
接
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
対
象
は
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
み
で
す
。

②
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
の
一

　

部
補
助

　

市
で
は
、
次
の
要
領
で
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
購
入
し
た
方
に
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
郵
送

で
の
申
請
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
６
歳
未
満

　

の
お
子
さ
ん
の
た
め
に
、
チ
ャ
イ

　

ル
ド
シ
ー
ト
を
購
入
し
た
市
内
在

　

住
の
保
護
者
の
方
で
、
世
帯
内
に

　

市
税
な
ど
の
滞
納
の
な
い
方

※
子
ど
も
１
人
に
つ
き
１
回
限
り
の 

　

申
請

▼
補
助
額
＝
購
入
金
額
の
２
分
の
１

　
（
た
だ
し
上
限
１
万
円
）

▼
期
限
＝
購
入
日
か
ら
１
年
以
内

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
＝
申
請
書
、

　

領
収
書
（
日
付
・
商
品
名
入
り
）、

　

品
質
保
証
書
（
取
扱
説
明
書
の
裏

　

側
）、
印
鑑
、
補
助
金
を
受
け
取

　

る
際
の
銀
行
口
座
番
号
の
わ
か
る

　

も
の
（
郵
便
局
は
不
可
）

③
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
の
一
部
補
助

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
や
資
源

化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
ご
家
庭
で
生

ご
み
処
理
機
を
購
入
さ
れ
た
場
合
、

市
か
ら
購
入
費
の
一
部
を
補
助
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
で
の
申
請

も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
で
、
生
ご
み

　

処
理
機
を
購
入
し
、
ご
み
の
減
量

　

化
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
方

　

で
、
世
帯
内
に
市
税
な
ど
の
滞
納

　

の
な
い
方

▼
補
助
台
数
＝
１
家
庭
に
１
基

※
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ら
２
基

▼
補
助
額
＝
購
入
金
額
の
２
分
の
１

　
（
た
だ
し
上
限
２
万
円
）

※
コ
ン
ポ
ス
ト
の
場
合
は
上
限
２
千
円

▼
期
限
＝
購
入
後
速
や
か
に

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
＝
申
請
書
、　

　

領
収
書
（
日 

付
・
商
品
名
入
り
）、

　

設
置
し
た
状
態
の
写
真
、
印
鑑
、

　

補
助
金
を
受
け
取
る
際
の
銀
行
口

　

座
番
号
の
わ
か
る
も
の
（
郵
便
局

　

は
不
可
）

※
①
、
②
、
③
の
申
請
書
一
式
は
生

　

活
環
境
課
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　

①
、
②
、
③
と
も
伊
奈
庁
舎

　

生
活
環
境
課

☎
58
︲
２
１
１
１（
内
線
１
１
２
２
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金

助
成
制
度
開
始

　

市
民
が
市
内
の
施
工
業
者
に
よ
っ

て
、
住
宅
の
改
良
ま
た
は
改
善
工
事

を
行
う
場
合
に
、
経
費
の
一
部
を
助

成
し
、
市
民
の
消
費
の
促
進
お
よ
び

市
内
商
工
業
の
振
興
を
図
る
制
度
で
す
。

▼
助
成
範
囲
＝
市
の
予
算
の
範
囲
内

　

に
お
い
て
、
市
民
が
市
内
施
工
業

　

者
に
よ
っ
て
工
事
を
行
う
場
合

▼
助
成
額
＝
助
成
金
の
額
は
、
工
事

　

の
金
額
が
１
０
０
万
円
以
上
の
場

　

合
は
10
万
円
、
10
万
円
以
上
１
０
０

　

万
円
未
満
の
場
合
は
、
該
当
工
事

　

の
金
額
の
10
％

▼
申
請
書
類
＝
住
民
票
抄
本
、
固
定

　

資
産
評
価
証
明
書
ま
た
は
登
記
事

　

項
証
明
書
、
工
事
の
見
積
書
の
写

　

し
、
設
計
書
（
図
面
）、
そ
の
他

　

市
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
産
業
政
策
課

☎
58
︲
２
１
１
１

　
（
内
線
８
１
４
０
～
８
１
４
４
）

新
生
児
の
全
戸
訪
問
に

つ
い
て

　

市
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た

ご
家
庭
す
べ
て
に
、
新
生
児
訪
問
を

行
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た

ら
、
健
康
増
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
訪
問
内
容
＝
赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
状

　

況
、
マ
マ
の
産
後
の
状
態
観
察
、

　

育
児
に
関
す
る
悩
み
、
子
育
て
に

　

関
す
る
情
報
提
供

　

  

健
康
増
進
課
（
谷
和
原
保
健　

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
25
︲
２
１
０
０

消
防
署
か
ら
各
種
試
験

の
お
知
ら
せ

①
危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
試
験
種
類
＝
甲
種
、
乙
種
（
第
１

　

類
～
６
類
）、
丙
種

▼
試
験
日
＝
6
月
24
日
㈰

▼
試
験
会
場
＝
下
館
工
業
高
等
学
校

▼
受
験
願
書
受
付
期
間
＝
5
月
9
日

　

㈬
～
22
日
㈫

②
消
防
設
備
士
試
験

▼
試
験
種
類
＝
甲
種
（
特
種
、
第
１

　

類
～
5
類
）、
乙
種
（
第
１
種
～

　

7
類
）

▼
試
験
日
＝
8
月
26
日
㈰

▼
試
験
会
場
＝
茨
城
大
学
ま
た
は
鹿

　

島
高
等
学
校

▼
受
験
願
書
受
付
期
間
＝
７
月
６
日

　

㈮
～
20
日
㈮

③
補
足
講
習
会

▼
種
類
＝
乙
種
第
4
類
、
丙
種

▼
試
験
日
時
＝
５
月
25
日
㈮　

午
前

　

9
時
～
午
後
4
時

▼
試
験
会
場
＝
常
総
広
域
消
防
本
部

▼
定
員
＝
35
人

※
①
、
②
に
つ
い
て

　
　
　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

茨
城
支
部

☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
１
１
５
０

〒
３
１
０
︲
０
８
５
２

　

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
︲
25

※
③
に
つ
い
て

　
　
　

常
総
広
域
消
防
本
部
予
防
課

☎
23
︲
０
９
０
４

あ
な
た
の
声
を
行
政
に

お
届
け
し
ま
す

　

春
の
行
政
相
談
週
間
（
5
月
21
日

㈪
～
27
日
㈰
）
が
始
ま
り
ま
す
。
毎

日
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、例
え
ば「
わ

か
り
づ
ら
い
道
路
案
内
標
識
を
改
善

し
て
ほ
し
い
」「
施
設
を
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
困
っ

て
い
る
こ
と
、
望
ん
で
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
ん
な
と
き
は
行
政
相
談
員
（
今い
ま

川が
わ

和か
ず

宏ひ
ろ

さ
ん
、
相あ
い

島じ
ま

宏ひ
ろ
しさ

ん
）
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
声
を
行

政
に
お
届
け
し
ま
す
。
詳
し
く
は
32

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課

☎
58
︲
２
１
１
１（
内
線
１
２
０
２
）

農
業
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

①
農
業
委
員
会
各
種
申
請
受
付
期
間

　

5
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
5
月
10
日
㈭
～
14
日
㈪

②
農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す

　

農
地
の
転
用
と
は
、
住
宅
・
資
材

置
場
・
駐
車
場
な
ど
、
農
地
以
外
の

用
途
に
転
換
す
る
こ
と
で
す
。
農
地

市
民
意
識
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、「
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
市
民
意
識
調
査
」を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
市
の
男
女
共
同
参

戦
傷
病
者
の
妻
の
方
々

に
特
別
給
付
金
を
支
給

　

こ
の
特
別
給
付
金
は
、
戦
傷
病
者

を
長
年
介
護
さ
れ
て
き
た
妻
の
方
々

の
ご
苦
労
に
対
し
、
国
か
ら
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
。

▼
対
象
者

①
前
回
受
給
者
（
第
18
回
特
別
給
付

　

金
ま
た
は
第
20
回
特
別
給
付
金
を

　

受
給
さ
れ
て
い
た
戦
傷
病
者
の
妻
）

※
前
回
受
給
者
の
方
に
は
、
社
会
福

　

祉
課
か
ら
ご
本
人
に
別
に
通
知
し

　

ま
す
。（
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ

　

た
方
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

②
新
た
に
戦
傷
病
者
に
な
ら
れ
た
方

　

の
妻
（
平
成
13
年
4
月
2
日
～
平

　

成
15
年
4
月
1
日
の
間
に
、
夫
が

　

戦
傷
病
者
と
し
て
、
増
加
恩
給
、

　

傷
病
年
金
、
特
例
傷
病
恩
給
、
障

　

害
年
金
な
ど
の
受
給
権
を
取
得
し

　

た
場
合
）

③
戦
傷
病
者
と
婚
姻
し
た
妻
（
②
と

　

同
期
間
内
に
戦
傷
病
者
と
婚
姻
し

　

た
場
合
）

▼
支
給
内
容
＝
①
は
、
継
続
回
数
に

　

よ
り
金
額
が
異
な
り
ま
す
。
②
、

　

③
は
、
額
面
30
万
円
（
軽
症
者
半

　

額
）
10
年
償
還
で
す
。

▼
手
続
方
法
＝
詳
細
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
締
切
＝
平
成
21
年
9
月
30
日

　
　
　

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課

☎
58
︲
２
１
１
１（
内
線
１
１
５
２
）

は
、
み
な
さ
ん
の
食
生
活
を
支
え
る

か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。
無
断

で
転
用
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
農
業

に
と
っ
て
大
き
な
損
失
と
な
り
ま
す

の
で
、
転
用
を
す
る
際
に
は
、
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
農
地
転
用
の
種
類

○
農
地
法
4
条
転
用
＝
農
地
所
有
者

　

自
ら
が
農
地
を
転
用
す
る
場
合

○
農
地
法
5
条
転
用
＝
農
地
所
有
者

　

以
外
の
方
が
、
農
地
所
有
者
か
ら

　

農
地
を
買
っ
た
り
、
借
り
た
り
し

　

て
転
用
を
す
る
場
合

※
市
街
化
区
域
内
の
農
地
転
用
は
、

　

農
業
委
員
会
へ
届
出
を
す
れ
ば
許

　

可
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
転
用

　

行
為
は
必
ず
通
知
書
が
交
付
さ
れ

　

て
か
ら
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
農
地
転
用
の
受
付
期
間

○
許
可
申
請
（
市
街
化
調
整
区
域
）

　

＝
毎
月
10
～
14
日

※
た
だ
し
、
締
切
最
終
日
が
土
・
日
・

　

祝
日
の
場
合
は
変
更
に
な
り
ま
す
。

○
届
出
（
市
街
化
区
域
）
＝
随
時

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事

　

務
局

☎
58
︲
２
１
１
１

　
（
内
線
８
１
２
０
～
８
１
２
２
）

画
計
画
の
策
定
に
向
け
て
の
基
礎
資

料
と
し
て
、
ま
た
、
今
後
の
男
女
共

同
参
画
行
政
施
策
推
進
の
参
考
資
料

と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

無
作
為
抽
出
し
た
市
内
在
住
の
20

歳
以
上
の
男
女
2
千
人
の
方
に
、
4

月
中
に
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
対
象
と
な
ら
れ
た
方
は
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
内
容
を
他
に
漏
ら
す

こ
と
や
、
目
的
外
に
使
用
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
調
査
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
方
に
ご
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

  

伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課

☎
58
︲
２
１
１
１（
内
線
１
２
０
３
）

申
問

申
問

問

申
問

申
問

申
問

申
問

申
問

問
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水道漏水修理当番（５月）
　水道の故障、漏水修理などの場合は、次の市指定給水装置工事店が当番になっ
ていますので、直接ご連絡ください。

日 曜日
伊奈地区 谷和原地区

工事業者名 電話番号 工事業者名 電話番号
１ 火 伊奈工業㈱ 58 - 6168 常陸管工 52 - 5579

２ 水 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 谷原建設㈱ 52 - 2298
３ 木 いなほ工業㈱ 58 - 0382 谷口設備工業 52 - 2619
４ 金 松本工業㈱ 58 - 2187 常磐興業㈱ 52 - 2203
５ 土 成島建設㈱ 58 - 1131 常総土木工業㈱ 52 - 5357
６ 日 伊奈工業㈱ 58 - 6168 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
７ 月 ㈱秋田興業 58 - 7241 ㈱豊島産業 52 - 3335
８ 火 いなほ工業㈱ 58 - 0382 ㈲福新設備工業 52 - 5011
９ 水 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈲川口商事 52 - 3286
10 木 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈲片見設備工業 52 - 5804
11 金 中村建設㈱ 58 - 1717 常陸管工 52 - 5579
12 土 ㈱山田組 58 - 2351 谷原建設㈱ 52 - 2298
13 日 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 谷口設備工業 52 - 2619
14 月 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 常磐興業㈱ 52 - 2203
15 火 原信田建設㈱ 58 - 0018 常総土木工業㈱ 52 - 5357
16 水 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
17 木 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈱豊島産業 52 - 3335
18 金 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈲福新設備工業 52 - 5011
19 土 ㈱秋田興業 58 - 7241 ㈲川口商事 52 - 3286
20 日 ㈱秋田興業 58 - 7241 ㈲片見設備工業 52 - 5804
21 月 いなほ工業㈱ 58 - 0382 常陸管工 52 - 5579
22 火 松本工業㈱ 58 - 2187 谷原建設㈱ 52 - 2298
23 水 成島建設㈱ 58 - 1131 谷口設備工業 52 - 2619
24 木 中村建設㈱ 58 - 1717 常磐興業㈱ 52 - 2203
25 金 ㈱山田組 58 - 2351 常総土木工業㈱ 52 - 5357
26 土 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
27 日 いなほ工業㈱ 58 - 0382 ㈱豊島産業 52 - 3335
28 月 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈲福新設備工業 52 - 5011
29 火 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 ㈲川口商事 52 - 3286
30 水 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈲片見設備工業 52 - 5804
31 木 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常陸管工 52 - 5579

ごみカレンダー（５月）
種類

地区 不燃ごみ 可燃ごみ 粗大ごみ 缶 ビ　ン
（無色・茶・その他） 古紙・古布 有害ごみ

小張・豊
みらい平（紫峰ヶ丘） 毎週月曜日 毎週

火・金曜日
９日㈬ ２日㈬、16日㈬ ３日㈭、17日㈭ 10日㈭、24日㈭ －

板　　橋 毎週木曜日 16日㈬ ９日㈬、23日㈬ ７日㈪、21日㈪ 14日㈪、28日㈪ －

谷 井 田 毎週火曜日 毎週
月・木曜日

２日㈬ ９日㈬、23日㈬ ４日㈮、18日㈮ 11日㈮、25日㈮ －

三島・東 毎週金曜日 23日㈬ ２日㈬、16日㈬ １日㈫、15日㈫ ８日㈫、22日㈫ －

小　　絹

毎週月曜日 毎週
火・金曜日

９日㈬

10日㈭、24日㈭ ３日㈭、17日㈭ 10日㈭、24日㈭

16日㈬

絹 の 台 23日㈬

谷　　原
みらい平（陽光台） 23日㈬ 16日㈬

十　　和 16日㈬ 23日㈬

福　　岡 ２日㈬ 23日㈬

休日当番病院
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

５月３日㈭ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341
４日㈮ き ぬ 医 師 会 病 院 常総市 0297-23-1771
５日㈯ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
６日㈰ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333
13日㈰ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
20日㈰ き ぬ 医 師 会 病 院 常総市 0297-23-1771
27日㈰ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341

小児科救急当番病院
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
水曜日以外 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

くみとり（５月）

日
曜
日

収　集　区　域
関東商事（株）

☎029-836-3007
（株）シイナクリーン

☎58-3566
１ 火 足高、戸茂、戸崎 東栗山、城中、伊丹、小張、高波
２ 水 根柄、久保、鎌田 福原、上島、中島、下島、小張、高波
３ 木 － －
４ 金 － －
５ 土 － －
６ 日 － －
７ 月 野堀、伊奈東 谷井田、山王新田、神住新田、小張、小島新田
８ 火 野堀、伊奈東 谷井田、山王新田、神住新田、小張、小島新田
９ 水 野堀、伊奈東 福田、小張、小島新田
10 木 狸穴、伊奈東 奉社、市野深、新戸、谷口、高岡
11 金 野堀、伊奈東 奉社、市野深、新戸、谷口
12 土 － －
13 日 － －
14 月 狸穴、伊奈東 奉社、市野深、新戸、谷口
15 火 狸穴、伊奈東 上平柳、中平柳、下平柳
16 水 大和田、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕
17 木 大和田、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕
18 金 大和田、伊奈東 長渡呂、長渡呂新田、青木
19 土 － －
20 日 － －
21 月 板橋、上街道 青古新田、豊体
22 火 板橋、上街道 －
23 水 板橋 －
24 木 板橋 －
25 金 南太田 －
26 土 － －
27 日 － －
28 月 南太田 －
29 火 南太田 －
30 水 南太田 －
31 木 南太田

５月の納税など
軽 自 動 車 税　　　全 期
保 育 料　　　５ 月 分
児 童 ク ラ ブ　　　５ 月 分
水道使用料（伊　奈）　　　５ 月 分
水道使用料（谷和原）　　　小絹・十和
下 水 道 使 用 料　　　小 絹
農 集 排（ 伊 　 奈 ）　　　５ 月 分
農 集 排（ 谷 和 原 ）　　　４・５月分
コミプラ（伊　奈）　　　５ 月 分
住 宅 使 用 料　　　５ 月 分
地 　 代（ 伊 　 奈 ）　　　５ 月 分

☆納期限は５月31日㈭です。

毎週水曜日は窓口を延長
　毎週水曜日は、伊奈・谷和原両庁舎
で窓口業務を午後７時まで延長してい
ます。次の証明書の交付が受けられま
す。
●税務関係➡納税証明書、所得証明書、
　評価証明書、軽自動車車検用納税証
　明書などの発行
●住民関係➡全部事項証明書（戸籍謄
　本）、個人事項証明書（戸籍抄本）、
　住民票謄・抄本、身分証明書、印鑑
　登録及び印鑑証明書などの発行
●会計関係➡市税、各種使用料、手数
　料など（納付書持参の場合のみ）の
　収納

つくばみらい市社会福祉協議会
心配ごと相談

　日　程
　 ５月１日㈫　法律相談（弁）…保健福祉センター
           ８日㈫　法律相談（弁）…すこやか福祉館
           15日㈫　法律相談（弁）…保健福祉センター
           16日㈬　心配ごと相談…すこやか福祉館
 　　　　　　　　　　　　　　保健福祉センター
           22日㈫　法律相談（弁）…すこやか福祉館

　法律相談（弁）
　　弁護士による相談（要予約）午後１時～４時
　心配ごと相談
　　相談員による相談　午後１時～３時
　予約・問合せ先
　　㈳つくばみらい市社会福祉協議会
　　　（すこやか福祉館内）
　　　☎ 57 - 0123

行政相談
　日　時　　５月24日㈭
　　　　　　午後１時30分～４時30分
　場　所　　谷和原保健福祉センター会議室

　　また、随時相談を受け付けています。
　問合せ先　行政相談委員

　　今
いま

川
がわ

和
かず

宏
ひろ

さん　☎ 52 - 2525　筒戸1749 - 1

　　相
あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　☎ 58 - 0676　下平柳828 - 3

教育相談
　家庭教育や子育てに関すること・カウンセリ
ングなど何でも結構です。ご利用ください。

　●伊奈公民館
　日　時　毎週木曜日　午前９時～午後０時

　相談員　野
の

本
もと

　有
ゆ

紀
き

　先生（筑波大学大学院生
　　　　　－臨床発達心理・発達障害などを専攻）
　　　　　☎ 57 - 0983（相談室直通）
　●小絹コミュニティセンター
　日　時　毎週火曜日　午前９時～午後５時

　相談員　三
み

谷
たに

　功
いさお

　先生（元つくば市立小野川
　　　　　小・大穂中・豊里中・吉沼小校長）
　　　　　☎ 52 - 7566（相談室直通）

飼えなくなった犬猫の引取日

　日　　時　５月１日㈫、29日㈫
　　　　　　午後１時～１時20分
　場　　所　伊奈庁舎前駐車場
　問合せ先　市伊奈庁舎生活環境課
　　　　　　☎ 58 - 2111（内線1123）

　やむを得ず飼えなくなった場合は、自らの責
任で新たな飼い主を探してください。どうして
も飼い主が見つからない場合は、引き取りを行
います。
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つくばみらい市統計

※前月比

市
長
３
月
の
動
静
（
３
月
１
日
～
３
月
31
日
）

　

こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
動
静
を
情
報
公
開
し
ま
す
。

担
当
か
ら
の
お
知
ら
せ
。

　

広
報
つ
く
ば
み
ら
い
で
は
、

市
民
の
皆
様
か
ら
の
情
報
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課

（
☎
58
︲
２
１
１
１
内
線

１
２
０
３
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
☆
掲
載
ス
ペ
ー
ス
や
締
め
切
り

　

の
都
合
上
、
投
稿
さ
れ
た
情

　

報
が
必
ず
し
も
掲
載
で
き
る

　

と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

　

了
承
く
だ
さ
い
。

　

広
報
を
担
当
し
て
丸
５
年

（
旧
谷
和
原
村
時
代
か
ら
数
え

て
）。
つ
い
に
卒
業
で
す
。

　

広
報
と
い
う
仕
事
を
通
じ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
が
あ

り
ま
し
た
。
す
べ
て
の
出
会
い

に
感
謝
し
て
、
次
の
部
署
で
も

が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
ど
こ
か
で
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
。　
（
城
好
き
Ｔ
）

　

Ｔ
さ
ん
、
長
い
間
お
疲
れ
様

で
し
た
。
4
月
か
ら
広
報
担
当

が
変
わ
り
ま
し
た
。
今
は
右
も

左
も
分
か
ら
な
い
状
態
で
す

が
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
紙

面
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。　
　
　
（
温
泉
好
き
Ｓ
）

●火災
　建 物
　車 両
　そ の 他
　 計
●救急
　交通事故
　急　　病
　そ の 他
　 計

３月分
　2件
　1件

0件
3件

　３月分
27件
83件

　23件
133件

19年分
5件

　2件
1件
8件

　19年分
64件

214件
　154件

432件

41,801
20,869
20,932
13,836

総 人 口
男
女

世 帯

人
人
人

世帯
（平成19年４月１日現在）

）
）
）
）

（＋82
（＋39
（＋43
（＋75

３
月
１
日
㈭
＝
庁
議
、
伊
奈
高
等
学
校
卒
業
式

　
　

3
日
㈯
＝
結
婚
式
（
職
員
）

　
　

4
日
㈰
＝
市
民
ウ
ォ
ー
ク
Ｄ
Ａ
Ｙ
、
結
婚
式
（
職
員
）

　
　

5
日
㈪
＝
定
例
記
者
会
見
、
地
域
防
災
計
画
・
国
民
保
護
計
画
協
議
会

　
　

６
日
㈫
＝
議
会

　
　

7
日
㈬
＝
議
会

　
　

8
日
㈭
＝
議
会

　
　

9
日
㈮
＝
「
あ
か
ね
空
」
特
別
試
写
会

　
　

10
日
㈯
＝
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
開
通
式

　
　

11
日
㈰
＝
市
民
対
話
集
会
（
勘
兵
衛
新
田
自
治
会
）、
葬
儀
（
川
口

　
　
　
　
　
　

三
郎
県
議
）

　
　

12
日
㈪
＝
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ッ
ド
チ
ャ
リ
テ
ィ
金
寄
付

　
　

13
日
㈫
＝
伊
奈
東
中
学
校
卒
業
式

　
　

14
日
㈬
＝
わ
か
く
さ
幼
稚
園
卒
園
式

　
　

15
日
㈭
＝
谷
和
原
幼
稚
園
卒
園
式
、
年
金
者
連
盟
伊
奈
分
室
総
会

　
　

16
日
㈮
＝
東
小
学
校
卒
業
式
、
葬
儀
（
職
員
関
係
）

　
　

18
日
㈰
＝
葬
儀
（
職
員
関
係
）

　
　

19
日
㈪
＝
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
表
敬
訪
問

　
　

20
日
㈫
＝
葬
儀
（
職
員
関
係
）

　
　

22
日
㈭
＝
東
京
電
力
防
犯
灯
寄
付

　
　

23
日
㈮
＝
議
会

　
　

24
日
㈯
＝
伊
奈
第
３
保
育
所
終
了
式
、谷
和
原
第
２
保
育
所
終
了
式
、

　
　
　
　
　
　

消
防
団
車
両
納
車
式
（
10
分
団
）、
消
防
団
器
具
置
場
竣

　
　
　
　
　
　

工
式
（
７
分
団
）、
福
岡
地
区
区
長
会

　
　

27
日
㈫
＝
常
総
広
域
管
理
者
会
、
常
総
広
域
処
理
場
建
替
調
印
式
、

　
　
　
　
　
　

谷
和
原
西
部
地
区
県
営
圃
場
整
備
事
業
実
施
協
議
会

　
　

28
日
㈬
＝
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
委
員
会
・
理
事
会
・
評
議
委

　
　
　
　
　
　

員
会

　
　

29
日
㈭
＝
取
手
下
水
道
組
合
来
訪

　
　

30
日
㈮
＝
辞
令
交
付
式

市役所の開庁時間
　月～金曜日
　（土・日・祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
※毎週水曜日は、窓口業務の一部
　を午後７時まで延長しています。 
　（33ページ参照）

リウマチ友の会41周年大会
●開催日時：５月27日㈰
　　　　　　午後１時～４時
●会場：北守谷公民館
●内容：講演、療養相談など
◆問い合わせ先
　日本リウマチ友の会茨城支部
　松

まつ

本
もと

　☎ 0280 - 22 - 7173

掲示板に書き込みを
　市のホームページに、「市

民交流掲示板」を設置しています。
意見・情報の交換にどうぞご利用
ください。利用の際は、ルールを
必ず守ってください。

ガールスカウト第38団
　サマーキャンプ、ボランティア、
募金活動などを行っています。現
在会員数は20人、元気で仲良く
活動しています。年長さんから入
会できます。

◆問い合わせ先
庭
にわ

川
かわ

弘
ひろ

子
こ

　☎ 52 - 6210

問い合わせ先
健  康  増  進  課

（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100

５月保健カレンダー
１ 火 移動健康相談　午前９時30分～

　場所：谷和原公民館谷原分館
２ 水
３ 木
４ 金
５ 土
６ 日
７ 月

８ 火

育児相談　午前９時～ 11時30分
　場所：谷和原保健福祉センター
ひよこ広場　午前10時～ 11時30分
　場所：谷和原公民館
　対象：生後１～ 12か月の乳児と保護者
健康増進室利用講習会　午前９時30分～

９ 水
移動健康相談　午前９時30分～ 11時30分
　場所：中原集落センター
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

10 木
総合健診（予約制）　午前６時30分～
　場所：伊奈保健センター
ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

11 金

離乳食教室（予約制）　①午前10時～10時50分
　　　　　　　　　　　②午前11時～11時50分
　場所：伊奈保健センター
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

12 土
マタニティ教室（予約制）　午前10時～正午
　場所：伊奈保健センター
健康増進室利用講習会　午後１時30分～

13 日
14 月
15 火

16 水

マタニティ教室（予約制）　午前９時～正午
　場所：谷和原保健福祉センター
健康増進室利用講習会　午後６時30分～
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

17 木 ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

18 金
婦人科検診（予約制）　午後０時～
　場所：伊奈保健センター
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

19 土
20 日 健康増進室利用講習会　午後６時～
21 月

22 火

健康相談（予約制）　午前９時～ 10時30分
　場所：伊奈保健センター
こころの健康相談（予約制）　午後１時30分～
　場所：伊奈保健センター

23 水

３～４ヶ月児健診　午後１時～ 2時
　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：平成19年１・２月出生児
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

24 木 健康増進室利用講習会　午後１時30分～
ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

25 金
総合健診（予約制）　午前６時30分～
　場所：伊奈保健センター
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

26 土 健康増進室利用講習会　午前９時30分～
27 日
28 月

29 火
２歳児歯科健診　午後１時～ 2時
　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：平成17年２・３・４月出生児

30 水

31 木
３～４ヶ月児健診　午後１時～ 2時
　場所：伊奈保健センター
　対象：平成19年１・２月出生児

＜健康増進室利用について＞
●場 所　谷和原保健福祉センター
●対 象 者　講習会を受講された方
●使 用 料　100円（免除制度あり）

※講習会について
　「運動機器の取り扱い方や体力測定」などを行います。健
康増進室は、この講習会を受講された方のみご利用いただ
けます。
　講習会に来られる方は、室内運動靴・運動しやすい服装・
汗ふきタオルなどをご持参ください。
●対 象 者　市内在住・在勤・在学者で16歳以上の方
●定 員　各日とも８人（予約制）
●申込方法　谷和原保健福祉センター内健康増進課まで、
　　　　　　電話または窓口で直接お申し込みください。
●申 込 日　月～金曜日（土・日・祝日を除く）の午前８
　　　　　　時30分～午後５時15分（４月23日㈪～）

※ミニ教室について
　健康増進室利用講習会を受講された方のみ、ミニ教室の
予約ができます。（申込方法・申込日は講習会と同じ）
●定 員　各日とも17人（予約制）
　　　　　　　※定員になり次第締め切り

　☆詳しくはお問い合わせください。

★健康増進室の利用時間
　・火～土曜日：午前９時～午後９時
　・日　曜　日：午前９時～午後８時
　※月曜日は休室になります。
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市の花
なのはな

市の木
さくら

市の鳥
ひばり

つくばみらいの

魅力 発見再
第13回

　

桜
ま
つ
り
（
福
岡
堰
）

　

３
月
30
日
㈮
～
４
月
８
日
㈰
、
福
岡
堰
で
「
桜
ま
つ
り
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。市
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
花
見
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

▲桜のピンクと菜の花の黄色の見事なコントラスト。
　これで、「ひばり」がいれば市の花・木・鳥がそろうところ
　ですが･･･


